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自 分 ら し く 生 き る た め に

一人一人の児童 ・生徒が 「自己を見つめる」ための援助の工夫

1主 題設定の理 由

不登校,い じめ,非 行の若年化など、児童 ・生徒の健全育成にかかわ る問題が深刻さを増

し,か つてない程 に教育への強 い関心 と期待が寄せ られている。 これ らの問題 は,社 会がめ

ま ぐるしく変化 してい く中で,子 供たちが 自分 らしさを見失 っていることが誘因の一 つ と思

われ る。

この ことを,心 身 に障害のある児童 ・生徒 に視点を 当てて考え ると,次 のよ うな実態が指

摘で きる。

●障害の受容が不十分である

自己の障害 にっいて知 らない,認 めない,自 己を過大 ・過小評価 してい る,集 団の中で

障害を隠そ うとす る,都 合が悪 くな ると何で も障害 を理由にす るな どの傾向がみ られ る。

このため学 習面,生 活面での意欲を欠 き,消 極的にな りがちで ある。

●円滑な人間関係が築 きに くい

自己の気持ちを表現できない,些 細な ことで トラブル とな る,友 達 と遊べ ない(遊 び相

手 を大人 に求 め る),学 校 ・学級外で 自己を発揮で きないなどの問題があ り,卒 業後社会

へ出て生 き生 きと生活を送 っていけない事例 もみ られ る。

以上の ような実態は,自 己を正 しく見つめ ることが不十分 なたあに起 こると考え られ る。

自分のよさを認め 「自分 らしく生 きる」態度を培 うことは,未 来を生 きる児童 ・生徒を教

育す る学校教育 に課せ られた重大 な課題 である。

本分科会 では,心 身に障害のある児童 ・生徒一人一人が 「自分 らしく生 きる」 ことを願 う

とともに,そ のためには何 よりも 「自己を見つ める」 ことが重要で あると考え,そ の援助の

工夫の在 り方にっ いて研究す ることに した。

皿 研究経過

月 研 究 の 経 過

4月 研究主題の検討

5月 各校における実態及び指導上の課題報告
研究主題の検討及び決定(仮 題)

6月 「自己を見っめる」につ いての文献研究

7月 「自己を見つめる」学 習の場,目 的,内 容 などについて検討

8月 主題の決定 ・ 「自己を見つめ る」観点 とその段階 について検討

9月 授業研究 ・ 「自己を見っ める」学習における援助の工夫の検討

10月 授業研究 ・報告書原稿の内容検討 ・まとめ

11月 ～1月 研究発表会準備

1月 研究発表会
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皿 研究の方法

1基 礎研究

(1)研 究主題 の設定のために各 自が担当 している学校 ・学級の直面 してい る課題を報告 し合い,

その 中か ら全員で研究で きるものを協議 した。

(2)「 自己を見っめ る」 ことにつ いて,指 導場面,指 導方法,指 導内容 などの共通理解を図る

とと もに文献研究を行 った。

(3)「 自己を見っめ る」観点 につ いて,道 徳の指導書 などを参考に研究 し,観 点を4項 目に し

ぼ り各発達段階 ごとの到達度 にっいて検討 した。

(4)「 自己を見っめ る」ための援助の工夫 にっいて,先 行研究 と各 自の出 し合 った指導案 に基

づ き研究 した。

2授 業研究

小学校,養 護学校 中学部,養 護学校 高等部でそれぞれ授業研究を行い,「 自己を見っめ

る」観点及 び望 ま しい援助の工夫 にっいて,基 礎研究で検 討 した内容 を検証 した。

IV研 究の内容

1「 自分 ら しく生きる」ことと 「自己を見つめる」こととの関係

自己を見っめる
観点:個 性(障 害)
基本的な生活習慣
対人関係
社会生活

教師の姿勢,指 導方法,教 材 ・教具

環境構成,連 携

自分自身の人生の目的をもち,自 分の特性を生か して,

その実現に向けて前向 きに生きていく。

人間 は,障 害のあ るな しにかかわ らず,誰 しも,自 分の力を思 う存分 に発揮 したい、 自立

したい,他 の人 に認め られたい,人 と仲良 く生活 したいな ど,様 々な欲求を もっている。

その欲求が基盤 とな って,人 生の 目的を形成 し,自 分の資質や能力などの特性 を生か して

その実現に向けて前向 きに生 きていこ うとする姿がっ くられ る。本分科会 はその姿を 「自分

らしく生 きる」 ことであるととらえ た。

「自分 らしく生 きる」 ためには,何 よ りも自分を知 ることが大切であ る。言 い換えれば、

「自己を見つ める」ことは,「 自分 らしく生 きる」ための手段 と して位置付 け られ るのである。

人 はさまざまなかかわ りの中で生活 してい る。 その様相 は,自 分 自身 とのかかわ りであ り,

他 の人 とのかかわ りであ り,ま た,人 間社会におけるかかわ りで もあ る。 こうしたかかわ り

を通 して 自分 の在 り方 を正 しく見つあ ることによ り,積 極的な 自己像を描 き,未 来に希望を

もって力強 く生 きようとす る姿勢が生 まれ るのである。

特 に,心 身 に障害のある児童 ・生徒 にとっては,自 分の障害を個性の一っ と して受容 し認

めて い くことが,障 害 によって もた らされ る種 々の困難 に正対 し,そ の解決 に向けて努力す

る力 に発展す るのであ り,や がて は自信 を もって生 きて い くことに大 きくかかわる もの と考

え る。
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2「 自己を見つめる」機能

「自己を見っめ る」機能 として,「 自己受容」 「自己理解」 「自己課題」 という3点 が考

え られ る。 この三っの機能 は,発 達段階 に応 じて,自 己受容,自 己理解,自 己課題 と変化 し

てい くことが多 いが,必 ず しも順序性が あるわけではない。 また,一 っの課題 を乗 り越 えて

い く過程の中に も,こ の三つの機能は存在す ると考え る。卒業後 の社会生活 も含めて,長 期

的な展望を もちなが ら,各 段階で以下の 「自己を見っめ る」機能を踏 まえて援助 してい くこ

とが大切である。

自己受容:「 あ るが ままの 自分 を認 めること」

自分の欠点や弱 さがあ ることを嫌 うので あれば,自 己否定 にな って しまう。 その弱

い 自分を弱 い自分の ままに受 け入れ,あ るが ままの自分を認 めることで,自 分のよさ

や可能性 に気付いて い く。

自己理解:「 かかわ りの中にいる自分 を理解す ること」

自分 とい うものをいろいろな もの(他 者,自 然 社会な ど)と のかかわ りの中で理

解す ると,支 え られて いる自分が見えて くる。 いろいろな ものに支え られ,助 け られ

なが ら自分 とい うものが存在す ることを理解で きれ ば,そ の次の段階 と して,そ う

い った もの と自分が ど うかかわ って いけばいいのかに意識が向いてい く。

自己課題:「 自分 は何をす るべ きかを考えること」

自分のい る立場や自分 に課せ られて いる役割 と責任を考え ることによって,自 分は

今何がで きるのか,何 を しなければな らないのか とい うことが明確 になって くる。

(参考文献 「道徳教育新時代一生きる喜びを子どもたちに一」押谷由夫著 国土社)

3「 自己を見つめる」四つの観点

本分科会の構成 メンバーが担 当す る各 障害種別の児童 ・生徒の実 態,小 ・中学校道徳指導

書及び都教育委員会作成の 「健全育成推進資料」などを参考 に,児 童 ・生徒が 「自己を見つ

め る」ための観点を検討 した。そ して 「個性」 「基本的な生活習慣」 「対人関係」 「社会生

活」 とい う四つ を必要 な観点 として定めた。

これ ら四つの観点はそれぞれ関連 し合 うものであ るが,特 に,「 個性」の伸長を支え るも

の と して他の三っの観点(基 本的 な生活習慣,対 人関係,社 会生活)が 設定 され ると考えた。
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○基本的な生活習慣 は,生 活 力に直結する もので

あ り,自 分 らしく生 きるための基盤になる もの

とと らえた。

○対人関係 は,は た らき掛けに きちん と対応で き

る,自 分 の意志を表現で きるなど,人 とのかか

わ り方,人 間関係の もち方 などが,自 分の特性

を生かすため に必要 な力であ るとと らえた。

○社会生活 は,社 会規範を身に付 け,自 分の役割

を知 るなど,集 団生活を送 る上での態度 や技能

を身に付 けることが社会の中での 「自己を見っ

める」 うえで必要であ るととらえた。

◎個性の理解 とは,上 記の能 力や態度,資 質を身

に付けなが ら,自 分の特性 や課題,障 害の克服

の手だてなどを知 り,自 分 のよさを伸 ばそ うと

す ることであ るとと らえた。

以上の観点で 「自己を見っめる」 ことで,

4「 自己を見つめる」ための観点表(表1)

縦軸 は,

階か ら検討 し,そ の 目安 と して,1段 階 は幼稚園,

高学年,4段 階は中学校,

成度 を示 している。

各教科,道 徳,特 別活動,養 護 ・訓練を通 して,

く。児童 ・生徒の実態などか ら考 えた時,

な指導が必要 となる。

また,

観点 によって段階の差が あるので,

5「 自己を見つめる」ための援助の工夫

本分科会では,

性(障 害)」 とい う部分 に焦点を当て,

生徒に,よ り成果のあ る授業 とす るためには,

ればよいのかな ど,

そ こで,

まず,横 軸 は,

には,

ら,三 つの視点(① 教師の姿勢 ②指導方法,

さ らに,そ の中を,

自分らしく生きる

ノ

個

性

駕

カ

「自分 らしく生 きる」 ことが可能になると考えた。

3で 説明 した四っの観点であ る。横軸にっいて は障害 のない児童 ・生徒の発達段

2段 階 は小 学校低学年,3段 階は小学校

5段 階は高等学校 としてい る。 また,そ れぞれの段階の内容 は達

「自己を見っめる」ための学習を して い

学校の教育活動すべてにおいて,意 図的 ・計画的

すべての児童 ・生徒が同 じ段階 にい るとは限 らない し,一 人の児童 ・生徒をみて も,

個 に応 じた指導が必要であ る。

先 に作成 した 「自己を見つめ る」ための観点表を基 に して,そ の中の 「個

授業計画案づ くりに取 り掛か った。 その際,児 童 ・

どのような ことを配慮 した り,着 目 した りす

実際に支援 してい くための具体的な手だての必要性 を痛感 した。

「個性(障 害)」 について,援 助の手掛か りを一覧表に したのが 表2で ある。

「自己を見っ める」ための観点表 と同様に1～5の 発達段階で分 け,縦 軸

平成7年 度教育研究員報告書(心 身障害教育)教 育課題分科会の研究を参考に しなが

教材 ・教具 ③環境構成,連 携)を 設定 した。

1～5段 階に共通す るもの と各段階で特 に大切な ものとに分類 した。

一一5一



㊦

表1 「自己を見 つめる」ための観点表

1

段 階
i 2 3 4 5

観 点

・信頼できる大人や友達とのか ・好きなことを一生懸命取 り組 ・良分と他人との違いに気付き ・盛分のよさや可能性を紳ばそ ・自分の特性(長 所 ・障害な

個 性 かわりの中で,自 分の好きな んだことが周囲に認められる 自分のよさを伸ばそうとする うとする。 ど)を 理解 し,自 分 らしく前
ことを積極的に見付けること ことにより,い ろいろなこと 向きな生き方を模索すること

・興味 ・関心 ができる。 に興味 ・関心が広がる。 ができる。
・長所 ・短所 。自分のよさに気付 くことがで

き る。

障 害 ・援助を受け入れる。 ・障害のない児童 ・生徒との違 。できないことがあることによ ・障害によって自分のできない ・自分の障害を受け入礼 障霧

・認 知 ・特 徴 〔茨灘 どの鋤 具 〕
いを感 じる。
・自分の得意なこと,苦 手なこ

って,不 自由さや不利益を感

じる。

ことを補 う方法を知る。

(補助興などの意味を知り,自

を補いながら,臨 分の能力を

最大限に発揮 し,前 向きに生
・受容 ・克服 とに気付 く。 ら積極的に使 う。) 活す る。

基本的な ・生活の中で自分のことは自分 ・身の回 りのことで,自 分でで ・團標をもち,見 通 しをもった ・自分の生活を自分で見直 した ・現在の生活を見っめ,自 分の
生活習慣 で しようとする意欲が育ち, きることは自分でする。 計画を立て,き まりある生活 り,改 善 したりする態度を身 将来の人間 としての生き方 ・

身辺の禽立が捉される。 (身辺処理,整 理,後 始末など) をすることができる。 に付ける。 在り方を伸ばす。
・身辺の禽立 ・きまりのある生活を しようと ・自分の生活 リズムを確立する ・自らを律するとともに,問 題
・計繭的な生活 す る。 解決の能力を伸ばす。
・問題解決能力 ・時と場合に応じた身辺処理が

で き る。

対人関係 ・親との愛着から,家 族 ・身近 ・同年齢の友達 と一緒に楽 しく ・周囲の人の意見にも耳を傾け ・思いやりをもって相手の気持 ・自らの立場を自覚 し,考 え方
・他者理解 な人へとかかわる意欲が育っ 遊び,遊 びの中で自分のや り 集団の中で島分の意見や感じ ちや立場を考えなが ら,自 分 の違いを尊蚕 し,相 互に啓発
。自律と酎性 たいことを表現したり,が ま たことを表現する。 の意見を率直に述べ 他人と し高め合う。
・協 調 ・協 同 んしたりする。 ・翻分中心の考えから,相 手の 協力しで活動する。
・思いや り

気持ちも考えて,友 達とかか
・相互啓発 わ る。
・意思の伝達

社会生活 ・友達と様々な遊びやかかわり ・みんなが生活する上で守 らな ・ルールやマナーについての必 ・社会のルールやきまりを尊霊 ・社会規範についての理解が深

合いができ,集 団の楽 しさが くてはならないルール ・マナ 要性を再確認し守ろうとする。 し,社 会の一員としての自覚 まり,自 分の行動を自ら適切
・自己決定 分かる。 一があることがわかる。 ・係活動などで

,自 分の役割を を もって主体的に活動す る。 に判断 し行動する。
・勤労観 ・学校や係活動などをきちんと 臼覚 し進んで取 り組む。 ・働 くことの大切さや,社 会的 ・社会の一員としての自覚を深
・社会規範

やり遂げる。 (責任を果たす) な責任にっいて意識する。 め,自 己の遜性に応 じた進路
・集照参加 ・地域の人々との様々なかかわ

を考える。
・社会的貴任 ・義務 りの中から地域への親しみが

生まれる。
・保護者や周囲の大人の職業に

関心をもっ。



刈

表2 「自己を見つ める」 ための援助の工夫 〈個性(障 害)〉

口 1

段階
1 2 3 4 5

視点

教師の姿勢 ・認める。 ・励ます。 ・ほめる。 ・子どもの人格を尊重する。 ・多様な考えを引き出そ うとする。 ・教師の意見を押 し付けない。

・共に活動する。 ・みんなの前で認める。 ・共に考え共感する。 ・子どもが自ら考えることを持っ ・主体性を尊重する。
・興味を もっことをほめる。 ・が ん ば った こ と,長 所,よ さを ・ヒ ン トを 与 え る。

具体的にほめる。 ・劣等感をもたせない
。

指導方法 ・個々の実態に応 じたはた らき掛けをする。 ・いろいろな考えがあることを知 らせる。 ・主体的に考えたり活動 したりする教材を用意する。
教材 ・教具 ・具体的に考えやすい手掛かりを与える。 ・学習活動やねらいが分かりやすい教材を用意する。 ・能力に応 じた集団活動を取り入れる。
(直接的な
はたらき掛

・残存能力をフルに活用 して活動できるような手掛かりを与える。 ・T・T間 の意思疎通を十分図り一貫 したはたらき掛けを行 う。

け) ・身近な題材を教材として選ぶ。 ・身近な題材を選びわかりやすい ・よさを伸ばすことの大切さを知 ・困った場面での具体的な対処の ・広い視野から判断できるよう助
・遊びを通して具体的な経験を重 課題を設定する。 らせ る。 方法を考えさせる。 言する。
ね る。 ・スモールステップの教材を用意 ・自分と他の人の意見,作 品,言 ・自分にとって有利な条件を理解 ・社会の成り立ちや仕組み,歴 史
・新奇性となじみ性のある教材を し成就感を もたせる。 動等の相違点に目を向けさせる させ る。 などを理解させ社会とのかかわ
用意 しなが ら経験を広げてい

くようにする。

・興味 関心をもちやすいものを

用意する。

・少 しむずかしい課題を与えるこ

とにより工夫すればできること
りの助けを恥ずかしがらずに.塁
けながら最後までやり遂げる

りを意識させる。
。社会参加に向け,職 場での勤労

・身近な人との楽しいかかわ りを ・学習の結果が分かりやすいもの を知らせる。 経験を積ませる。 経験や地域の人々とのふれ合い
多 く経験させる。 を用意 し励みにする。 ・生活上の トラブルや困難さの原 ・場や状況に応じた補助具の利用 の場を多く設ける。

・良 くで きた こ と,が ん ば った こ 因を考え,障 害の特徴や障害を の仕方や障害を補う方法を理解 ・同じ障害がある先輩の経験など
とを フ ィ ー ドバ ックす る。 補う方法を理解させる。 させ,進 んで使うようにさせる。 か ら,将 来像や可能性をもたせ
。児童同士に評価をさせる。 ・補助具の効果を客観的に理解さ る 。

せ る。 ・障害を補う方法や情報を自ら求

めたり工夫 した りさせる。

教材例 ・宿泊学習のビデオ(体 験 したこ ・自分自身について(良 い所,得 ・自 分 を 見 っ め る ワー ク シー ト ・作 文(楽 しか った ,頑 張 った, 。レポ ー ト(「 開 業 す る と した ら

とを映像を手掛かりに思い出す) 意なこと,苦 手なこと,直 した (質問形式のワークシー トに記入 っ らかったなどの経験を書き感 どのような治療院にしたいか」
・しおり(行 事の流れを追いなが いことなど)を 考えるワークシ しながら自分の特徹を考える) じたことや対処の仕方を話し合 指導前と指導後に同じテーマで

一 ト ・○○さんへの手紙(友 達や保母
う) 書き考えを深める)

ら経験を思い出す) (教師自作の書き込み式教材) から見た良い所の指摘) ・自分史作り(生 い立ち,今 の自 ・自己診断表
・行事の歌(経 験を思い出し印象 ・ワー ク シ ー ト用 ヒ ン トー 覧表 〈指導事例2・3参 照〉 分,将 来の夢を時代別 にまと ・職能検査

付ける) 〈指導事例1参 照〉 ・道徳資料 「ドラえもんの声(学 め,発 表し合う。自分の課題や
・絵,絵 カー ド(意 思表示の手 ・ 「わた しにであう本」(全 日本 研5年)」 〈指導事例3参 照〉 可能性に気付 く。)
・文字・一 ・}掛 か ・と す 育成会) ・教材提示装置,OHP(互 いの ・質問紙(「 道を尋ねるときどう
・選 択 肢 る。) ・みんなの宝発見カー ド(各 自の 意見を写し合いながら話し合う) します か?」 コ ミュニ ケ ー シ ョ
(○ ×カー ドなど) 自画像の下に自分や友達が見付けた良

い所を貼り重ねていく)
・聞き取りゲーム(補 聴器の有無

による音や言葉の聞き取りの違
ン手段の種類,特 徴,自 分に含

うものなどを考える。)
・等身大の人型作り(誕 生時と今 いを知る) ・きこえ新聞作り(き こえの しく

の自分の等身大の人型を作り, みや自分のきこえの特徴をまと
体格と共に心の成長を感じ取る) める)

環境構成
連 携
(間接的なはたらき掛

け)

・楽 しく活動できる雰囲気を作る。 ・個々の実態に応 じて多様な環境を用意する。
・互いに認め合う雰囲気を作る。 。意見を言い合い話 し合いやすい雰囲気を作る。(座 席配置の工夫など)
・保護者の願いを把握する。 ・家庭と共通理解を図り協力し合う。 ・医療機関との連携を深める。
・保母,通 常の学級や在籍学級担任との共通理解を図り協力する。

・専門学校
,就 職先等との共通理解を図り協
力する。



V指 導の実瞭

指導事例1養 護学校(知 的発達障害)高 等部

(1)教 科 ・領域 特別活動(ホ ームルーム活動)

(2)対 象生徒10名(男 子8名,女 子2名)指 導者2名

(3)生 徒 の実態

対象 とす る生徒 は発達 課題が似通 った1～3年 の縦割 り集団である。 「自己を見っめ る」

ための観点表に照 らし合 わせてみ ると,概 ね第2段 階に当たる。1名 通常の学級 出身の他 は,

心身障害学級 出身であ る。 自閉的傾向が4名 お り,そ の うち3名 はなか なか授業 に集中で き

ない。 また,授 業 には興 味があ るが私語 などで落ち着かない生徒が2名 お り,全 体 と しての

授業はなかなかまとま らない。 しか し,個 別の課題 には皆集 中 して取 り組め る。

(4)題 材名 「自分 自身の ことにっいて考えてみよ う」(4時 間の うち,本 時は1,2時)

⑤ 題材設定の理 由

知的発達に障害があ る生徒が 「自分 自身の こと」 とい う抽象的な ことを考え るのは容易で

はない。障害が比較的軽 い生徒 も,き ちん とは分か っていないことが多 い。友達 の良 い点や

良 くない点を考えた り,自 分 との共通点 ・相違 点を考えた りす ることは難 しい。

そ こで生徒が 自分を見っめる手掛か りにな るよ うな題材を設定 した。 内容 は比較的生徒が

考 えやす いとい う理由で 「得意な こと,苦 手な こと」 と した。1年 か ら3年 とい う縦割 り集

団 とい う特徴 も活か して,現 場実習や卒業後の進路の ことも交えなが ら授業を進 め られれば

と考えた。友達 との共通点 や相違点 を見っけなが ら,自 分 自身を見っ め,友 達 と尊重 し合え

る人間関係を育成で きるきっかけになれば と思 う。

(6)題 材 にっいて

できるだけ自分 自身で 「得意な こと,苦 手 なこと」を考 え られ るよ うにす るために題材を

次 のように設定 した。導入時の資料 と して 「わた しにであ う本」(全 日本育成会 ・刊)を 用

いた。得意なこと,苦 手 な ことの定義を した うえで,誰 にで も得意 と苦手があることを,平

易 な文章で理解 させるように した。 ワークシー トとあわせ て資料 を配布 し,生 徒が考え るヒ

ン トとな るよ うに した。以下は,配 布 した資料か らの一部抜粋である。

〈1>あ なたのとくいなことと,苦 手なことは,何 ですか?

と くいな勉強やスポーツ ・作業など思いつくものを

書いてみましょう。

と く い な こ と1に が て な こ と

〈2>に がてなことが,ど うやったらできるようになると

思いますか?

《考えるヒント》

◆どうして も考えるのがむずか しい人は,と くいなこと
・苦手なことを,っ ぎのなかから選んでみよう。

①学校の授業にっいて(と くいなことは具体的に審いて

みよう。)
・文章を読む ・マ ラ ソ ンをす る

・漢字を書 く ・バ ス ケ ッ トボ ーJLを す る

・作文を書く ・プ ー ルで 泳 ぐ

・人前で話す ・フ ォー クダ ンス を踊 る

・た し算をする ・授業や作業に集中する

(右へ続く)

・ひき算をする ・授業中おしゃべりをしない

・かけ算をする ・ひとりで ものを運ぶ

・時計を読む ・友達と協力 して ものを運ぶ

・料理をっ くる ・手早 く作業をする

・食器を洗う ・人に聞かずに自分で考える

・せんたくをする ・わすれ ものをしない

②身の回りのこと～身だ しなみはせいけっに!(略)

③家や学校での過ごし方(略)

④善悪の判断にっいて～よいこと,悪 いことわかってい

るかな?
・ともだちとなかよくする

・弱い ものい じめやめいれいを したりしない

・友達のものを,か ってに使ったりとったりしない
・友達のかげ ぐちやわるぐちを言わない

・つこうの悪いときにウソをっかない

・公共物や人の物をぬすんだりこわ したりしない

・きたないことばや子どもっぽいことばは使わない

・バス擦などでれっのわりこみを しない

・バス儲やパスの中で大声でさわがない

・バスでお年寄りに席をゆずる
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(7)援 助の工夫

① 教師の姿勢

・生徒 自身が考え ることを大事 にす るために,教 師の意見や固定的 な考え方を押 し付ける

ことは しないように心掛け る。

・ワー クシー トに取 り組 ませ る際は,生 徒の実態 を尊重 しなが ら一人一人に合わせた言葉

掛けや ヒン トを与えるよ うにす る。

② 指導方法,教 材 ・教具(直 接的 なはた らき掛け)

●自分で考えやすいよ うに,質 問形式の ワークシー トを用意 して,生 徒が作業 しなが ら答

えてい く形式を とる。 ヒン トになる用紙 も用意す る。

・対象 とす る生徒の ワークシー トを ビデオカメラを通 してテ レビ画面に映 し,そ れを見な

が ら考えた りお互いに意見を出 し合 った りで きるよ うにする。

③ 環境構成 ・連携(間 接的な はた らき掛け)

・お互 いの顔が見えて,自 由に意見を出 し合え るよ うに,「 コ」の字型の机配置にす る。

(8)題 材のね らい

・自分 自身の得意 なことや苦手な こと,頑 張 って もで きないことにっ いて考え させる。

・自分の障害を知 った り,障 害によ ってで きないことを補 う方法 ・援助方法(制 度 など)

を学ばせ る。

・自分 にあ った進路や将来 について考え させ る。

(9)本 時のね らい

・自分 自身の得意 なことや=苦手な ことについて考え させ る。

・友達の得意な ことや苦手な ことに気付かせ る。

・得意な ことを伸ば し,苦 手な こと克服す るための意識を もたせ る。

(10)展 開

学 習 内 容 生 徒 の 活 動 教 師 の 活 動 。支 援 ・留 意 点

あいさっと授業の説明(5分) 授業に集中させる。授業内容の説明をする。

「わたしにであう本」を読む。

(10分)

最初は自分で黙読,さ らに順番に音読

をしていく。(6～9ペ ージ)

教師が支援しながら,正 しく読ませる。

「わたし～」の読解(15分) 何 について書いてあるか,考 える。 得意 ・苦手などの言葉の定義を明らかにする。

ワー ク シー トに 答 え る 。(20分) 質問紙に沿って,自 分自身について,

記入していく。*途 中休憩

生徒に応 じて,言 葉掛けを行 う。生徒の意見を

尊重 し教師の見方を押 しつけないようにする。

発 表(10分) 自分の記入したワークシー トにしたが

って挙手する。

何点か項目を挙げて,生 徒に挙手させる。

何人かの生徒のシー トをみんなで

見る。(35分)

対象とした生徒のシー トをみんなで見

て,意 見を出 し合う。

①良い点を認める,

②苦手なことをどうしたいか,

③苦手だとどう困るか,な どを話の中心にする

まとめ(5分) 授業の感想を発表する。 自分自身のことを考えることの大切さを知 らせ

る。今後の予定にっいても知らせる。
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(1D評 価

●授業内容を理解 し,ま じあ に授業 に取 り組んだか。

●ワーク シー トを通 して,自 分 自身の ことにつ いて考 えたか。

●友達の ワー クシー トや意見を参考 に して,自 分 との共通点や相違点を考 えたか。

・苦手 な点を直そ うとする意識が もて たか。

(1a考 察 と今後の課題

生徒が ワー クシー トに取 り組む前に,資 料を用 いて得意 なところ,苦 手な ところに対 して

の定義付けを行 ったことは良か った と思 うが,「 苦手」 という言葉が予想以上 に生徒に理解

しに くか ったよ うで,「 得意」に比べて記入量が少な く,的 外れな答え も多か った。 また,

理解 は していて も文字に表すのが恥ずか しか ったり,わ ざと書かなか った りす る生徒 もいた。

「苦手」ではな く,r直 した い所」 に した方が た くさん記入で きたのではないか と思われ る。

テ レビ画面 に友達の ワークシー トを映 し出 した り,机 を 「コ」の字型に配列 した ことは,

お互い意見 を出 し合 った り,認 め合 った り,共 通点を見付 けた りす るのに有効だ った。友達

の ことに対 して は 「苦手な ことがで きるよ うにな った方がよい」な どの意見が出 ることが多

か ったが,自 分 に も共通 した問題 であ ると考え られ る生徒 は多 くなか った。 この点で も,

「苦手」を 「直 したい所」 と置 き替えれば,具 体的にど う直すか,ど う克服す るかを考え る

きっかけにな るよ うな意見が出たのではないか と思 う。 また 「直 したいが直 らない所 」が,

自分 の障害 に起因す るものであると認識 させ るきっか けにもなるのではないか と考 え る。

今後,今 回苦手だ った点が改善 されたか ど うかを確認す る機会を設 けなが ら,今 回は触れ

られなか った障害にっ いて も考え させ る授業を設定 してい きたい。

指導事例2養 護 学校(知 的発達障害)中 学部

※養 護学校(知 的発達障害)に 設置 された病院併設の分教室 である。

(1)教 科 ・領域 特別活動(学 級活動)

(2)対 象生徒 第3学 年11名(男 子7名 女子4名)指 導者3名

(3)生 徒の実態

主 に不登校,神 経症等の精神的疾患が あ り情緒が不安定 なため,積 極的 な学習参加や学力

の積み重ねが困難であ るものの,知 的発達の障害 を主障害 とせず,普 通教育に準 じた学習活

動 に取 り組 め る生徒を対象 と した学級で ある。本分科会の研究課題の 「自己を見つ める」た

めの観点 表に照 らし合わせ ると,概 ね第3段 階に当た る。在籍生徒11名 とも前籍校 は通常の

学級であ るが,不 登校期間や本校 の在籍期間が大 き く異 な り,こ れ までの学 習の経過や状態

の安定度 は一様で ない。学習範囲 として は,下 学年適用 して いる生徒が ほとんどで ある。ま

た,生 徒一人一人を とってみて も,日 によって情緒が安定 した り,不 安定であ った りす るた

め,学 習は もちろん対人面 ・行動面 とも個別の配慮を要す る状態で ある。

(4)題 材名

「自分を知 ろ う一自分の特徴 一」(4時 間の うち,本 時 は3時)

⑤ 題材設定 の理 由

在籍生徒 のほとん どが,病 状 か ら生 じる気持 ちの不安定 さや,不 登校 ・入院生活 によ る学
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習 ・社会経験 の乏 しさなどによ り,自 己の興味 ・関心の対象や能力 ・適性 ・現状等 につ いて

認識で きていない。 また,自 己の状態や周囲の状況を適切 に把握 できる気持 ちのゆ とりが も

てない現状 もある。本題材において は,中 学3年 生 とい うこともあ り,卒 業後の進路や将来

の ことを考え るためには,ま ず 自己の特性 を知 って十分吟味 し,そ れを生かせ るよ うにす る

ことが大切だ ということを理解 させたい。 また,自 分を見っめ,自 分 の特徴にっ いて理解 さ

せ るとと もに,人 それぞれが違 う個性 を もってい ることに も気付かせ,他 人 との違 いを知 る

ことによって,よ り自己理解 を深め させていきたい。 さ らに,対 人関係面で問題を抱えてい

る生徒 も多 く,本 時の学習を通 して,友 達 の見方 ・考え方など他者の意 見を尊重 しなが ら,

自己にっ いての理解を深め る機会 になれば と思 う。その ことが今後の生徒 自身の生活,学 習,

進路の選択等に も生かされてい くことを期待 したい。

(6)題 材 について

1学 期 に行 ったra.自 分か ら見 た自分」に今回 はrb.友 達 か ら見た 自分(○ ○ さんへ

の手紙)」 を加え,友 達の意見 も参考 に しなが ら,二 方向か ら自己を見っめ直すよ うに した。

a.に つ いては,自 分 につ いて書 きに くいので,少 しで も抵抗感 を減 らし,生 徒の主体性

を重ん じられ るよ うにするために幾っかの項 目を設定 した。 また,b.に ついて手紙形式を

用いたのは,全 体 の前で思 いを述べる場合 は,周 囲の反応などに影響 されやす いことや,抵

抗感 を もっ生徒が多 く,素 直な意見を出 しに くい と思われたか らである。

(7)援 助 の工夫

① 教 師の姿勢

●生徒 自身が主体的に考え ることを大事 にす る。

・誰 もが よさを もっていることに気付かせ,そ れを認めなが ら誉め ることで 自信 ・意欲に

っ なげる。

・共通の 目的意識 ・活動意識を もたせ る。

② 指導方法,教 材 ・教具(直 接的な はた らき掛 け)

・タイ ミング,内 容などを考慮 しなが ら,一 人一人に合わせた言葉掛けをす る。

・T・T間 の意 思の疎通を十分に図 り,共 通の目的 ・ね らいを もって生徒の援助を行 う。

●ワー クシー ト 「自分を知 ろ う」 「○○ さんへの手紙」を準備す る。(一 部抜粋)

さんへの手紙

この学校 にきて,私 はあなたと一緒 の クラスになれて嬉 しく思 います。

私 は,い っ もあなたの ことを次のよ うな ところが素晴 らしい と思 ってみています。

・素晴 ら しい(良 いところ)と 思 ってい るところ。

・こ うす る と もっ と素 晴 ら し くな る と思 う と ころ。

③ 環境構成 連携(間 接的なはた らき掛 け)

・周 りの人の意見を尊重す る雰囲気を作 る。
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●一人一人が それぞれの特徴を もっていることに気付かせ,お 互いの良 い面や可能性を認

め合 う雰囲気を作 る。

(8)題 材のね らい

●人それぞれの違 った個性 に気付かせ,学 級内での相互理解 を図 るとともに,自 己理解を

深め させ る。

●自己の進路 にっ いての意識を高め させ,自 発的に進路を考 え,取 り組 む機会 とさせ る。

(9)本 時のね らい

●自分の特徴 につ いて理解 させ る。

●自分の よさや可能性 を知 るとともに,自 己を見直 した り,改 善 した りす る態度を身に付

けさせ る。

(]O)展 開

学 習 内 容 生 徒 の 活 動 指 導 上 の 留 意 点

あいさっと授業の説明 ・ワー ク シー ト 「自分 を 知 ろ う」 に記 前時の学習を思い出し
前時の学習の確認 入 した,自 分の特徴 を再認識する。 本時の学習について意識

(5分) ・付け加え ることが あれば記入す る。 を もたせ る。

「○○ さんへの手紙」 ・教師の読む手紙が誰か考え挙手する

か ら,あ る生徒の手紙 ・ 「自分か ら見た 自分」 と 「周囲か ら

を読み上げ,誰 の こと 見え る自分」では違 ってい ることもあ

か考え る。 ることを考え る。 生徒の自主性を重んじな
・配 られた手紙を黙読す る。 がらも必要に応じて個別

配 られた手紙を読む。 (よい面について) に援助す る。
・友達の意見を ワークシー トに記入

自分か ら見た 自分 と, しそれにっいて考 える。 生徒の活動状況を把握す
友達から見た自分を比 (改 善面 について) る とと もに,ワ ー ク シー

較しながら自己理解を ・改 善 の ア ドバ イ スを ワー ク シー ト トへの記入な どについて

深 あ る。 に記入 しそれにっいて考え る。 ア ドバイ スをす る。

(ど う して周囲 はそ う見たか,自 分 いろいろな考え方 ・見方

で はどう考え るかなど) があることに気付かせ

る。

ま とめ ・自分の感 じた ことを発表す る。 自分に 自信を もつ ようは
た らき掛 け るとと もに,

今後の進路,将 来に向け
て更に自分を理解するよ

(5分) うに促す。

勧 評価

●自分の特徴 について理解を深め ることがで きたか。

●学習内容 を理解 し,自 分の こと ・友達の ことをま じめに考え る姿勢が 見 られたか。

●友達のア ドバイス(手 紙)を 参考に,自 分のよ さや可能性 を発見 ・確 認で きたか。

・自分 と友達の評価 の相違点について,考 え ることがで きたか。

働 考察 と今後の課題

① 教師の姿勢

「人それぞれ に必ず良 い面が あること」,「 同 じもので も視点を変え ることで違 った見
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方が出来ること」を基本 とし,生 徒一人一人の実態を受 け止め ることに努めた。 自分の特

徴を生徒 自身が気付 くよ うに援助 し,そ れを個 々の生徒 にフィー ドバ ックす ることz,少

なか らず 自信に結 び付け ることがで きた。

② 指導方法,教 材 ・教具(直 接的なはた らき掛 け)

生徒 自身が主体的 に考 えなが らも,き っかけや援助が必要 な生徒 に対 して は,担 当者間

で個々の生徒の状況 に応 じた援助がで きたようであ る。今回教材 と して用 いた ワークシー

トの,自 分 自身の特徴(良 い面,得 意 自信が ある)に ついては,記 入 しに くい生徒が多

か った。反面,今 回 は項 目に挙げていないが,自 己の欠点やマイナス面 につ いては,生 徒

の会話 に も聞かれ たが,比 較的記入 しやすい感 じが うかがえた。良 い面を素直に評価で き

な いなど 自己評価が低 い ことや年代 におけ る董恥心 な どが その理 由 と して考え られ る。

「○○ さんへの手紙」にっ いて は,友 達の意見 と して,言 葉が足 りずに否定的な傾 向の意

見にな って しま う可能性 もあったが,概 ね友達の良い面を率直に記入で き,自 己を見っあ

る際の大切な意見 と して用 いることがで きた。

③ 環境構成,連 携(間 接的 なはた らき掛 け)

学級活動 とい う面か らも,互 いが相手 を理解 してい ることか ら素直に相手の意見を尊重

す る雰 囲気を作 ることが できた。

今回の学習を通 じて,友 達 に意見(手 紙)を 述べ る場合,良 い面,改 善面 など少 な くと

も自分 の姿 と対比 し考え ること も大事であ り,そ の面か らも自分を見っめ るきっかけ とな

り,自 己理解 を深め ることがで きたので はないか と思 う。本校の生徒が 「自己を見っ め

る」 とい うときには,a.自 己評価が低 いb.自 信が ないc.学 習 ・社会経験 の乏 し

さ,な どが大 きな要因 とな り,適 切な 自己理解が確立 して いな いことが考え られた。

特 に自己評価の低 さにつ いて は,今 後一っ一っ課題の解決を図 りなが ら,生 徒一 人一人

の意欲 ・自信にっ なげなが ら高めていければ と思 う。また,自 分 の進路や将来を考え る際

に 「自分 を知 る」 ことが大前提 とな るので,今 後の学習 と進路の個別面談などにおいて,

さ らに理解を深めさせなが ら進めてい きたい。

指導事例3小 学校(養 護学 園)

(1)教 科 ・領域 道徳

(2)対 象児童 第6学 年8名(男 子5名 女子3名)指 導者1名

(3)児 童の実態

学習へ の意欲 は高 く,落 ち着 いて取 り組 める。ただ し,算 数の計算や漢字の読み書 きなど

基礎的な学 力が身に付 いていない児童が男子の中に数名お り,個 別に課題を与えたり,指 導

を した りす る必要 もある。

どの児童 も学園では明 る く過 ご してい るが,心 理的 な理由を主 と して前籍校ではうま くと

け込めない というのが現状 である。 自分の悪 い面 ばか り気に して しまい,自 信が もてないの

であ る。 中学進学を控え,「 自己を見っめる」 ことで 自分 のよさに気付 き,自 信を もたせて

いきたい。

(4)主 題名 「悪い所を改め良 い所を伸 ばす」
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(5)主 題設定 の理 由

あふれ る情報や物 の中で,児 童 は 「本当の 自分」を見付 けることがで きに くくな っている。

何 とな く分か っているr自 分」は,他 との比較の上でのマ イナス面のみが 強調 された姿であ

る。特 に心身の障害のあ る児童が,「 自分 らしく生 きる」ためには,「 自分の特徴を知 り,

悪 い所 を改め,長 所をよ りよ く伸ば そうとす る態度 を育て る」 ことが必要で あると考え,上

記の主題を設定 した。

(6)資 料 について

① 資料 名 「ドラえ もんの声」

② あ らす じ

本資料 は,人 気アニメ 「ドラえ もん」の声で有名な大山のぶ代 さんの実話である。幼い

ころは気 に もしていなか った自分の声だが,成 長 とともに,そ の声 を自分の欠点 と考え る

ようになる。 そ して,人 前で声が出せ な くなるまでに追 いつめ られて しまう。

しか し,母 親の助言 と演劇部 に入 っての本人の努力によ り見事 に長所 にまで高め,す ば

らしい女優 と しての現在 につなげたのである。

③ 資料観

児童 にと って身近で興味の もてそ うな本 資料を取 り上 げることによ り,長 所 を伸ばす た

めには周 りの人の理解や愛情 もさることなが ら,本 人 の努力 と負 けん気が,弱 点を跳ね返

して くれ ることに気付かせ,自 分を見つめる機会を与え たい。

(7)援 助の工夫

① 教師の姿勢

●児童の意見 を共感的に受 け止め る。

●多様な考えを引 き出 し,教 師の考えを押 しっけない。

●児童の実態を尊重 し,一 人一人に合 った言葉掛 けをす る。

② 指導 方法,教 材 ・教具(直 接的なはた らき掛け)

・児 童が課題を きちん とつかめ るよ う発問を精選す る。

●板書を工夫 し,主 人公の心の変容 を視覚化す る。

●ワー クシー トを活用 し,児 童の考えを導 き出す手だて とす る。

・児童が興味を もちやす く,心 情 に訴え ることので きる資料 と して,手 紙を事前 に保母

に書いて もらい学 習で使用す る。

。資料 「保母 さんか らの手紙」よ り(一 部抜粋)

Kく ん は責任感があ り,自 分の仕事 は最後まで責任を もってで きますね。その姿 は

周 りの子 ど も達へのよいお手本 とな ってい ることで しょう。 また,正 義感が強 く,弱

い子を守 って あげた り,悪 い事を した子に対 して注意 している所を見て いると,頼 り

にな るお兄さんだな あと感心 して しまいます。Kく んの素直な所,う そをっけない所

も素敵な ことですね。最近では嫌いなバナナ も克服 し,食 べ られ るよ うにな りま した

ね◎
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③ 環境構成,連 携(間 接的なはた らき掛け)

●お互 いに 自由に意見が 出 し合え,認 め合 える雰囲気を作 る。

●寮担当の保母 と共通理解を図 り,協 力を求 める。

(8)本 時のね らい

自分の特徴を知 り,悪 い所 を改め,長 所をよ りよ く伸 ばそ うとす る態度を育て る。

⑨ 展 開

学 習 内 容 主な発問および予想される児童の反応 教 師 の 支 援 ・留 意 点

自分の経験にっいて話 し 自分の得意なこと ・苦手なことについて話 し 「得意」 「苦手」という言葉の定

合う。(5分) 合 ってみ よ う。 義をおさえる。

資料 「ドラえもんの声」 中学 生の ころの 「わた し」 は,自 分の声 にっ 「わた し」の声に対する気持ちの

を読み,話 し合 う。 いてどう感 じていたのだろうか。 変化に気付き,共 感できるよう資

(10分) ・人 と違 って変 だ。 ・恥ずか しい。 料の提示を工夫する。
・人前で は しゃべ りた くない

。

・こんな ことで はいけな い。

母親に人前で話すように 母親に,芝 居や人前で話をすることを勧め ら 苦手なことをがんばって克服 しよ

勧められたときの主人公 れた とき,「 わた し」 はどん な気持 ちにな っ うとした 「わたし」の気持ちに気

の気持ちについて話 し合 ただ ろうか。 付 かせ る。

う。(10分) ・いやだ なあ。 ・みんな に笑 われ る。

・恥ずか しいけど,お 母さんのいう通りにし 母親の気持ちにも注 目させる。

てみよ う。

・がんば ってみ よ う。

大 山 さん は,「 ドラえ もんの声 」を通 して,

みんなに何を言いたいのだろうか。

・自分の欠点を隠そうとしないほうがいい。

・ 「自分 は だめだ。」 とあ きらめない ほ うが

い い 。

・自分のよさや特徴を伸ばそう。

自己を見っめる。 苦手だ った ことを直そうとしたことがある まだ 自分に気付いていない児童に

(15分) か 。 は,改 めて自分を見つめるよう指

示す る。

得意なことを伸ばそうと努力 したことはある 肥満やぜん息など主訴への取組に

か 。 ついても考えさせる。

保母からの手紙を読む。 保母 さんか らの手紙を読 もう。 手紙を読み,健 康学園で頑張 って

(5分) いることに気付かせる。

自分の良い所を伸ば し,悪 い所は

改めるよう意欲付ける。

(10)評 価

・ 「わた し」 に共感す る ことがで きたか。

・自分の特徴をっかむ ことがで きたか。

・悪い所 を改め,良 い所をよ りよ く伸ばそ うとい う意欲が もてたか。
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(lll考 察 と今後の課題

資料 「ドラえ もんの声」は,ア ニメが身近 な存在のため,児 童の興味を引 き付 ける点では

効果的であ ったが,主 人公の心情 を共感す るまで には至 らなか ったのではないか と思われる。

そのため,資 料の話を自分に置 き換えて考え る場面が弱 くなっていた。

「苦 手だ った ことを直そ うと した ことが あ りますか。」 とい う問 いに対 しては,苦 手 な こ

とはた くさん挙が ったが,そ れに対 しての取組 はあ まり挙げ られなか った。 自分の行動 に自

信が もてないため と考え られ る。

まとめの 「保母 さんか らの手紙」を読む場面では,児 童一人一人が嬉 しそ うな表情 にな り,

自分で は気付か なか ったがんば りを確かめ られ たよ うで,か な り効果的であ った。研 究授業

後 の児童の様子を経過観察 してみると,寮 での生活で変容が見 られた。それは主に,運 動 に

励んで体力増進を図る,早 寝早起 きな ど生活 リズムを守る,上 級生 と して下級生の面倒を見

るなど,保 母が手紙の中で話題 に触れていた ことと一致 してい る。全寮 制で生活 している養

護学園 において,児 童の心 身の状態の改善 を図 るためには,学 校 と寮 との連携が不可欠であ

る。今回使用 した手紙 は,授 業者が意図 していた以上 に 「自己を見っめる」ための援助 と し

て,③ で述べた連携の大切 さや他人か ら認 め られ るとい う評価の有効性 を感 じた。 今後の研

究 に生か して いきたい。

VI研 究のまとめと今後の課題

本分科会で は,障 害の受容が不十分 である,円 滑な人間関係が築 きに くいとい う児童 ・生

徒の実態か ら,自 己を正 しく見つめ ることで,自 分 らしく生 きることを考え る指導 の必要性

を感 じ,本 主題 を設定 し,指 導の在 り方 を検討 して きた。

は じめに,「 自己を見っめ る」ための指導にっいての考え方を討論 し,さ らに教材や参考

文献 を収集す る中で,次 の ような共通理解を得 た。

●障害種別や発達段階,生 活年齢 などによ り,自 己理解や障害の理解の仕方が異 なるため,

個 に応 じた指導が大切であ る。

○障害の重い児童 ・生徒 は 「できることを増やす」 とい うことで自己理解を促す。

。障害の軽い児童 ・生徒 は自分の特性を知 り,障 害に由来す る自分の欠点を補 う方法を知

ることを通 じて 自分の力を十分 に発揮 して生 きることを目指す。

●障害 は各 自の特性 の一つであ り個性 と して とらえ る。

or自 己を見っめる」 ことで自分の特性 や課題を知 り,自 信を って前向 きに生 きようとす

る意欲 や態度を身 に付け る。なお,個 性理解の中に障害の認知や受容が含 まれ る。

次 に,授 業研究などを通 して,「 自己を見っめ る」ための援助の在 り方につ いて検討す る

ことにり,今 後の指導の一助 に しようと考 えた。

1研 究の成果

(1)「 自己を見っめ る」ための観点について

① 「自己を見っめる」 とい う抽象的な事柄 に対 して,児 童 ・生徒の発達 を考慮 して,四 つ

の観点 に基づ く一覧表を作成す ることがで きた。
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② 児童 ・生徒の様子 を観点表 と照 らし合わせ ることに よって,正 確な実態を把握で きるよ

うにな った。

③ 観点表を参考にす ることで,指 導や援助にっ いて見通 しを もつ ことがで き,実 態 に合 っ

た指導のね らいや指導計画を立て ることが容易 にな った。

② 「自己を見っめ る」 ための援助の工夫について

① 「個性(障 害)」 の理解 につ いて児童 ・生徒の発達段階に沿 った具体的な援助 の工夫 を

表 にま とめることがで きた。

② 教師の姿勢 と して,受 容的な態度 や児童 ・生徒の多様な意見を認め ようとす る態度が有

効であ った。

③ 「自己にっ いて」考え る時,児 童 ・生徒の実態 に合 った具体的な手掛か り(副 読本,身

近な人か らの手紙,考 え るポイ ン トを示 した ワー クシー トなど)を 示 しなが ら考え る場面

を設定す ることが有効であ った。

④ 児童 ・生徒が 自分 の良い所を強 く自覚す ることで 自信が もて,よ り深 く 「自己を見っめ

る」 きっかけとな ることが分か った。

⑤ 身近 な人(家 族,友 達,保 母 など)か らの客観的 な評価は,児 童 ・生徒が 自分の良 い所

を 自覚す るのに有効で あった。

2今 後の課題

① 四つの観点の一っで ある 「個性」 に焦点を当てて授業研究を進めたが,他 の観点 や観点

問の関連 にっ いては検討を重ね る必要が ある。 この ことを通 して,観 点表や援助 の工夫の

一覧表を加除修正 し
,よ り客観的な もの としてい きた い。

② 「自己を見っめる」ための観点表 ・援助の工夫 につ いては,さ らに,障 害種別の特 徴を

考慮 した観点や援助の在 り方 も検討 してい きたい。

③ 各段階 における評価の仕方や次 の段階に進む 目安な ど,評 価 の在 り方にっ いて追究す る

必要が ある。

④ 個性の 中で も特 に 「障害」に焦点 を当て る時 には,前 向きな見方がで きるよ うに十分配

慮す る ことが大切であ り,児 童 ・生徒を支え る保護者の願 いや考えを把握す ることが必要

である。家庭 との連携の在 り方 について さらに具体化 していきたい。

以上,本 研究の成果 と今後 の課題を挙げた。 「自己を見つめ る」ための指導 は1時 間で成

果が現れる ものではな く,繰 り返 し行 うことが大切 であ り,幼 ・小 ・中 ・高の連携を通 して

一貫 した取組が必要で ある
。本分科会で検討 した指導や援助の工夫が 「自己を見っめ る」 こ

と,ひ いては 「自分 らしく生 きる」 ことに有効であ ったか どうかは,今 後 の児童 ・生徒 の変

容を見なが ら,長 い 目で考えていきたい。
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一人一人にあった意欲 ・関心を高める指導法の在 り方

1主 題設定の理由

教科分科会 は,小 ・中学校心身 障害学級,養 護学校(知 的発達障害)の 教員10名 で構成 さ

れてい る。主題設定に当た っては,各 研究員が 日ごろの教育活動 のなかで抱えてい る疑問や

悩みな どを持 ちより共通の課題 に絞 り込むための協議を行 った。

その中で,社 会 自立 に向 けての教師の考え方や,児 童 ・生徒が自発的 ・意欲的 に取 り組 む

姿勢が大切 であ り,そ のための指導法の改善が重要であ ると考え,自 ら学 ぶ意欲を高め る指

導法について研究を深 あてい くことに した。

自 ら学ぶ意欲を高めて い くたあには,教 師の一方的な指導ではな く,児 童 ・生徒の個性 を

尊重 した個 に応 じた指導が効果 的である。そ こで児童 ・生徒の意欲 ・関心 を高めるための視

点 と して 「個 に応 じるとはどうい うことか」 「児童 ・生徒の意欲 ・関心を どのよ うに評価す

るのか」が課題 として挙げ られた。

日常 の教育活動 の中で私たち教 師は,常 に児童 ・生徒一人一人の発達段 階や障害の状態等

を的確に把握 しなければ な らない。 その上で,一 人一人を大切 に した指導を基盤 として児童

・生徒 の興味や関心を引き出 し,意 欲 を起 こさせて,次 のステ ップへの期待を もたせ るよう

研究を深めていかなければな らない と考え,上 記の主題を設定 した。

児童 ・生徒が 「自ら学ぶ」 「自発的 に取 り組 む」 「主体的 に参加す る」よ うな授業を行 う

ため,一 っの教科に絞 らず に研究主題 にそって各々が授業を行 いなが ら,具 体的な指導の手

立てや指導方法を細か く分析す る中で,意 欲 ・関心 を高め るための研究を行 うことに した。

皿 研究の経過と方法

1研 究経過

月 研 究 の 経 過

4月 手蝋 難 磁 鍵 醍 の樋 課題の鯉 と主題の設定

5月 手難蜜鍵 鎌 軸 脇 雛 無謝 ぞ灘 在るか」「個に

6月
蟻 難 留 聾 壌'盤 緑 の課題設定と評価の方滋 検討

7月
鱗 鵬2戯 譲 講 鮎 欲を高めるための舷 工夫点の模索

8月 2回 の授業研究を もとに,研 究主題 の再検討 ・決定 指導案検討

9月
購羅製曙搭錺鵠の指麟麗窪ぎ犠臨灘編の方法鹸討

10月 研究報告書原稿の検討

11～1月
難糞纈論離野討
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2研 究方法

(1)主 題の検討

「一人一 人にあ った意欲 ・関心 を高め る指導法の在 り方」 とい う主題を共通認識す るため
,

それぞれの授業実践 を もとに,「 児童 ・生徒 の意欲 ・関心を,ど の ような視点を もって評価

す るか」 「個 に応 じるとはうど うい うことか」 とい う二っの視点か ら,野 外科学法(以 下,

KJ法)を 用 いて話 し合 った。

そ して,2回 の授業研究を受 けて主題 を再検討 した。その中で,児 童 ・生徒の意欲 ・関心

を高め るには個に応 じた教 師の対応が重要で あるので はないか と考え,そ の具体的な対応を

明確 にす るため,再 びKJ法 を用いて追求 した。その結果,「 一人一人 にあ った意欲 ・関心

を高あ る指導法の在 り方 」 とい う主題 を決定 した。

(2)研 究方法の検討

障害種別や担当教科は違 って も,児 童 ・生徒を観察す る視点 は変わ りがな く,主 題はあて

はまるので はないか と考え た。そ こで研究方法 として,教 科を絞 らず,授 業の形態は指導内

容にあ った形態を とり,授 業研究を行 う中で,課 題の解決 を図 ることに した。

皿 研究内容

1一 人一人にあった意欲 ・関心 を高め る指 導法の検 討

各学校,各 学級 の教科指導の実態及び各研究員が教科指導で抱 えて いる課題,苦 労 して い

る点を検 討 したなかで,「 個に応 じることはど ういうことか」 「児童 ・生徒 の意欲 ・関心を

どの ような視点を もって評価 しているか」の2点 が共通 した課題 と して挙 げ られた。(図1 ,

図2参 照)そ こで,こ の2点 にっ いてKJ法 を用い整理 した。

図1個 に応 じるとい うことはどうい うことか

実態把握 本文内 図2の 中の 「実態を知る」の項参照

《児童 ・生徒の未来像》→ 一 つの学習内容が終 わった時 にとう変わ るのかの期待を,あ らか じめ明 らかにす る。

適

切

な

課

題

設

定

指

導

内
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li鱗lll難ll:鱗融
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飛集
団
で
の
人
と
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関
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》

授 業形態

教材 ・教具

教師の対応

lll議譲難1萎1議1警一
実態把握の観点
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図2児 童 ・生徒の意欲 ・関心 を,ど のような視 点をもって評価す るか
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KJ法 で整理 した結果,「 児童 ・生徒の実態把握」 「適切な課題設定」 「指導 内容」が主

題 に迫 る重要 な要素 として浮 き彫 りになった。特 に,指 導 内容は授業形態,教 材 ・教具の工

夫,教 師の対応 と緊密 に関連 してお り,こ れ らの要素を個 に応 じるための構造図(図1)と

してまとめた。

次 に,個 に応 じるための構造図を基に して,適 切な課題設定,教 師の支援,教 材 ・教具の

工夫を 中心に して,再 度KJ法 により,掘 り下げ,整 理 してまとめた。その結果,「 一人一

人にあった意欲 ・関心を高める指導法 」は,図3に 示 された流 れを通 して行われ ることが,

重要で あるとい う結論を得 た。

2児 童 ・生徒の意欲,関 心 を高める教師の対応

図3の 関連 図をまとめ る中で,各 研究 員が関心を示 した項 目は,課 題の設定及 び教 材 ・教

具,教 師の支援 につ いてであ った。図4,5,6は,図3を 整理,構 造化す る過程で集めた

カー ドを各項 目ごとにまとめた ものである。集めたカー ドの枚数 は,教 師の支援,課 題の設

定,教 材 ・教具の順 とな った。 これは,各 研究員が授業を行 う際 に配慮 している項 目の順番

であると考えた。
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さて,実 際の指導場面で図3の 関連図の流れにより授業を行 う際に,心 身障害学級や養護

学校 に在籍 している児童 ・生徒の発達段階 には差があるため,個 に応 じた教科指導を行 うた

めには,そ の前提 と して一人一人の正確 な実態把握を行 う必要があ る。 また,実 態把握 は,

授業を行 う前 だけではな く,授 業を通 して,児 童 ・生徒が学 び得た ことを形成的に評価す る

ことが大切であ る。 これを授業 ごとに繰 り返 し行 うことで,児 童 ・生徒 にあった課題設定が

可能にな ると考え る。

図3一 人一人にあ った意欲 ・関心

を高める指導法と関連図

囮
各教科の実態把握 に必要な項 目は,学 習の到達度,学

習に対す る意欲 ・態度,認 知 や身体機能を含めた諸機能

であ るとし,こ れ らの項 目を正確 に知 ることにより,次

に児童 ・生徒 にあった課題設定が行 いやす くなると考え

た。

課題設定にっ いては,整 理す る中で五っの項 目を重視

す ることに した。その中で着 目 したのが,「 本人が決め

る」である。本人が決める,言 い換 えるな らば,授 業の

中での自分の目標,課 題を児 童 ・生徒 自身が選択す ると

い うことである。 もちろん導入 は教師 によ る課題設定で

あるが,児 童 ・生徒の成長を確か めなが ら,次 の段階で

は,児 童 ・生徒の主体性を育成 し,意 欲 ・関心を高める

ために,目 標 ・課題を児童 ・生徒 自 らが選ぶ ように促す

こと も指導の中の一っの手段 にな る。それが児童 ・生徒

が将来の自己決定,あ るいは自己の可能性を広 げてい く

ためのステ ップになると考えた。 このための支援が教師

の課題であ る。

適切な実 態把握が なされ,よ りよい目標 ・課題が設定

されたな らば,児 童 ・生徒が精 いっぱい学習す るたあの具体的な手立 てが必要にな って くる。

その手立てを教室環境,授 業形態,授 業の流れ,教 材 ・教具,教 師の支援 に分けて整理 した。

教科指導 においては,授 業形態が一斉,小 集団,個 別のいずれかで行われ る。授業 におい

て,児 童 ・生徒一人一人に応 じよ うとすれば,個 別化が必要 にな って くる。 そのためには,

どの形態で指導す るに して も,必 要なのは,一 人一人の課題 を達成 させ るための個別の指導

計画が用意 されていることであ り,そ れが個 に応 じることになる。っ まり,個 別の指導計画

が適切 に準備 されて いれば,授 業形態には とらわれない とい う共通理 解を した。

先に も述べたが、各研 究員が具体的な手立ての中で一番関心を示 したのが,図5の 「教師

の支援」 に関する ものである。児童 ・生徒の関心を高め,意 欲を引 き出すには,授 業の中で

の教師の支援の在 り方 も指導計画に位 置付 けて こそ意味を もつ。よ りよい支援であれば,児

童 ・生徒の意欲,関 心 は高 まり,能 力や個性を発揮す る範囲 も広 が る。 しか し,十 分な計画

を立てず,そ の場か ぎりであ るな らば,せ っか く芽生えた能力を教師 自身が摘ん で しまうこ

とになるとい うことに気付 いた。
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図4適 切な課題設定

課 題 設 定

分か りやすい ス モ ー ル

実 態 に あ っ た 成 就 感 本人が決める
目 標 ス テ ッ プ

児童 ・生徒一人 児童 ・生徒一人 課題の達成感を 児童 ・生徒自身 自分で目標を作 ス モ ー ル ス テ ッ
一人の課題を見 一人の障害に応 味わわせる。 が理解できる分 り自分で課題を プで達成できた
つけ,(専 門家 じる ことで あ かりやすい目標 選べるようにす ことを認めてい
の意見を聞くな る 。 を設定する。 る 。 くよ うに す る。

ど)そ の指導を 障害に応じそれ
ノー,

t丁 つ 。 を少しでも改善 意図的 ・計画的 やりたいことが 一 人 一 入 に あ っ

していく手段を なプログラム 選 べ る。 たスモールステ
一人一人の発達

と るこ と。 ップの用意(興
段階にあった。 (例)霞 閉傾向 本人に選択肢を 昧 ・関心のある

があり人の中 与え,好 きなも もの)
能力にあった学 にいるのを好 のを選ばせる。

習内容を用意す まない児童→ 課題設定を短期
る。能力に応 じ みんなと一緒 児童 ・生徒が達 の もの と長期の
た活動を用意す の場で遊ぶ環 成できそうな目 ものを作る。
る 。 境を作る。 標を児童 ・生徒

と一緒 に決 め 必ずやりとげた
一人一人の能力

同じ単元でも一 る 。 喜びをを見いだ
にあ っ た。 人一人の課題が

異なる。

させ る。

一人一人の課題

にあ っ た。 児童 ・生徒の視

点からの学校生
一人一人に視点

活を考え,そ の
を当てて。 視点をもって指

導計画を立て
る 。

また,よ りよい支援を行 うには,複 数の教師での観察,あ るいは児童 ・生徒を見守 る保護

者 ・医師 ・カウンセ ラー,ま たは通常の学級の教師等 との連携 も欠かす ことはで きないと考

え る。

図6は 教室環境 授業の流れ,教 材 ・教具 にっいて集めたカー ドを整理 しまとめた もので

あ る。

これ らの中で,特 に教材 ・教具 について焦点を当てて検討 した。

児童 ・生徒 にとってよ りよい教材 ・教具 とは,図6に 載せ た項 目を大切 にす ることと確認

されたが,児 童 ・生徒の実態 に即 した もの,楽 しい ものであることも見逃せない視点であ る。

なぜ な らば 自分 に合 った教材 ・教具であれば,自 分か ら進んで使用す るよ うにな るだ ろう し,

楽 しい ものであれば,繰 り返 して使用す るようになると考えたか らである。よ りよい教材 ・

教具 は,児 童 ・生徒の実態 を踏 まえた教師 による創意 と工夫の上で作 られる ものであると考

えた。
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図5教 師 の 支 援

蓼醜三こ児童●生灘 灘 鐵 至

1 li
意識付け 見通しをもたせる 取り組みへの援助 承 認 す る 連 携

《意識付け》

考雛 響

醒鐸 藩

《李人に
想 させ る》

雛蘇
るよっにす る。
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器義遡離
せ る。

勝審宗ε謄

毒1'灘畠
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《手助 け》
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難 琴鶴
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《待 つ》

警 毒1箏篇
つo

《褒 める》

言葉かけなどに

観,尋誓券

鍛総 羨
気持ちを もたせ
る。

本気で褒め る。

で きた ことを褒め
る。

裏寒霧 騰 き

翻 乞空ことを

響滅 鐸
(声かけ)

を響 錺

髪姦鰍 ・と
自信をもたせ

擁.

《認め方》

蚕簗箋窒

《連 携》

野者と骸す

闘鷺冊

難1難
る。

《叱 らない》

叱 らない。

{仲間 に認めて
もらう》

授業の中で よか

離蓉鰯
「す ごいね」と
い って もらう。

灘繹
瞭響3
(認めて
あげる)

《見通 し》

灘
騨
黍驕嘉工奨

馨翻蒜翻

無懸

難難1
雰黍ぢ農翻
が る。

縢墾

《臨機驕 応
》

鱗難
る,め あてを変xる)

《期待感》

窒羅 華
たせるよ っに
る。

《始め ・終
わり》

「墜 露
ます、

礼

常 に 声 か けす
る。

《課xな
い》

麗 慧 ε1こ取

藍辮 台

《ごほ うび》

ごほうび(シ ー

蜜な`誓を写
る。)

ごほうびをあげ
る。
{メ ダ ル,渓
,お やつ)賞

3意 欲,関 心 の高ま りをどう評価す るか

図3で 示 した指導の流れによ り,「 環境 の整備」 「授業形態」 「授業の流れ」 「教材 ・教

具」 「教師の支援」の具体的な手立てを踏 まえて,授 業を行 った結果 と して得 られた評価は,

次に行われ る授業や単元 に生かされ なければな らない。前の授業での児童 ・生徒の変容が,

次の授業の実 態 として繰 り入れ られて こそ,次 のステ ップへっなが り授業に生か されると考

え るか らであ る。新 しい実態 と児童 ・生徒の授業 に対する意欲や関心 の度合いを見なが ら,

次の指導計画の基礎の資料 とす るので ある。

そ こで必要 な ものが,児 童 ・生徒 の授業に対す る意欲 ・関心の度 合いの把握である。 その

手立て として,小 ・中学校心身障害学級で行 った 「算数」及 び 「数学 」の研究授業 において,

小学校で は自己評価用紙(試 案)を 用 いた。 自己評価について は,観 点項 目や観点内容の十

分な検討 までには至 らなか った。 また,児 童 ・生徒 にとって 自己理解す ることが難 しい場合

におけ る自己評価の在 り方,評 価 した ことがそのまま自分の課題 と して取 り組めるかど うか

が大 きな問題点 となった。 自己評価 の結果 と教師の評価 との整合性を どうす るかが問題点 と

して挙げ られた。

中学校で は教師側か らの 「意欲 を探 るチェ ック リス ト」(試 案)を 使 った評価が行われた。

教科の学習課題の達成度 のみでな く,「 生徒が授業 にどう取 り組んだか」を教師がチェ ック
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し,意 欲の高まりを判断 しよ うと した。 しか し,評 価の観点が抽象的で,意 欲の高ま りを十

分に判断す ることは難 しか った。

図6教 室環境,授 業の流れ,教 材 ・教具

《授業の流れ》

集中できるような
課題の与え方,提
示の工夫といった
授業の流れ

教材 ・教興の提示
顧を考える。

動的な活動,静 的
な活動を組み合わ
せた授業の展開

環境の整備

《環境の整備》

整理 ・整頓

安全

作品が展示 しやす
い。

やる気の出る教室
環境をつ くる。

児童 ・生徒が準備
したり後片づけし
やすい。

学習する場所や空
間等環境設定の工
夫

心のよりどころ
(安心できるもの)

机にむかったり床
上で

学習 したりと,学
習場所の工夫

教 材 ・ 教 具

《興味》 《遊び》 《体験》

興味をもっている 遊び的要素を用い 自分で操作する教
もの 遊び感覚で対応す 具を工夫する。

る 。

(遊び心)

《五感》 《質 ・量の充実》 《生活に身近》

視覚的にせまる。 活動内容と活動量 興味をひく学習内
(カ ラ フル,可 愛 を十分 に保障す 容
い図柄,OHP る 。

等) 児童 ・生徒に身近
《タ イ ム リー一 な もの,興 味 ・関

聴覚的にせまる。 心のあるものか ら
タイムリーな教材 教材を作る。

のりやすい曲をか
ける。本人の好 き

を用意する。

な曲 《扱いやすい教材》

身逓なもの,親 し
みのもてるものを
教材にする。

音楽鑑賞 扱いやすい。
身近な話題を課題
に取 り入れるよう
にす る。

《実物》

お金は本物を使
う 。

教師と同じものを
使 わせ る。

共有する。
(パ ソ=1ンetc)

この よ うに両者 とも意 欲 ・関心 の評価 を行 うために評価項 目を決め,そ れぞれの方法で

行 ってみた。 どの評価方法 を用 いるに して も,大 切 に したいのは教師の児童 ・生徒 の実態の

観察の仕方,記 録の取 り方 とその分析であ り,そ の ことを通 して指導の目標や課題の到達度

の状況を教師が正 しくみ きわめ,そ の結果 を次への指導 に生か してい くことであ るとい う結

論を得た。

IV指 導の実際

《事例1中 学校心身障害学級(知 的発達障害)の 「数学」の指導》

1学 習指導案 対象生徒:1年1名,2年2名,3年1名 合計4名 指導者2名

(1)単 元名 「で きることをふ やそ う」

② 単元設定の理 由

本学級 は,1年 生1名,2年 生2名,3年 生1名 の計4名 で編成 されている。数学科 に関

する生徒 の実態は,1か ら10ま での数を数 えることが不確実な生徒か ら正数 の四則計算 を習

得 し,分 数を理解 しっっあ る生徒 まで在籍 していて,学 力の差が大 きい。
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本生徒の現在か ら将来において生活をする中で,数 を数えること,お 金の計算 ・管理,割

合の関係など数学 的思考力 ・学 力を必要 とす る場面 も多い。 その時に困 らないように,個 々

の実態に合わせて,個 別の指導 目標を設定 し,指 導 して い くことが必 要で あると考えた。

もちろん,こ れ らの力は 「数学」の時間だけで習得で きるものではない。 「日常生活の指

導」,「 生活単元学習」,「 作業学習」等 の領域 ・教科を合わせ た指導 の中で も指導を行 って

い くが,こ の単元 では,特 に現在の生徒 の実態か ら考えて必要性の高いと思われ る 「数量関

係」の ものを取 り上 げて指導す ることとした。

また,「 数学」 というと,生 徒たちはやや もす ると苦手意識か らか拒否的な態度を示す こ

と もある。苦手 な課題であ って も,で きる限 り学 ぼ うとい う意欲を もって学習に取 り組み,

将来 自立的な生活 を送れ るよ うにす るために,こ の単元を設定 した。

(3)指 導 目標

●生活 の中で必要 な数学的思考力 ・学力 を身 に付 ける。

●自分 の課題を意識 し,積 極的 に達成 しよ うとす る姿勢を育て る。

(4)指 導計画

① 個別年間指導計画表(単 元 「で きることをふ やそ う」総指導時間50時 間)

生徒 個 別 指 導 目 標 時数 456789101112123

A

l

年

数える(1～10)

時計のよみ方

お金の管理 ・計算

25

15

10

E数 唱 と物の一致,数 え方,概 念 〉

← 一 時計の読み方 一一一→

E お金の管理 ・計算 ・貯金 〉

B

2

年

計算の応用,

分数

割合(比 の値)

重さ,面 積 体積

お金の管理 ・計算

20

s

7

7

io

E四 則計算の生活の中での応用 う

← 分数の仕組み 今

一 割合の関係(比)→

← 重さ,面税 体積 →
E お金の管理 ・計算 ・貯金 〉

C

2

年

繰 り上りたし算(2位 数+1位 数)

繰 り下りひき算(2位 数一i位 数)

お金の計算

時計のよみ方

時刻の計算

お金の管理 ・計算

s

7

7

7

13

io

← 繰 り上がりたし算 →

← 繰り下がりひき算 →

← お金の計算 →

← 時 計 の よ み 方 →

←一一 時 刻 の 計 算 一一一一一→

E お金の管理・計算・貯金3

D

3

年

数える(1～100)

時計 のよみ方

お金の管理 ・計算

20

zo

io

← 一一一一 数唱と物の一致(10の 東で,1～100ま で続けて)一 一一一→

E時 計の読み方,何 分後の理解3

Eお 金の管理 ・計算 ・貯金 〉

② 本時の指導

A(数 唱と物の一致,数 え方,概 念)本 時9/25

B(割 合の関係(比 の値))

C(繰 り下が りの引き算)

(時刻の計算)

D(数 唱 と物 の一致,数 える)

(時計のよみ方)

本時2/7

本時2/7

本時1/13

本時8/20

本時8/20
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(5)生 徒の実態

行 動 の 特 徴 等 数 学 の 学 習 時 の 様 子

A ・苦手 な課題が続 くと トイ レに行 きたが る ・1か ら10ま での数唱 と物の一致ができ

1 ことが見 られ る。 るよ うにな って きてい る。

年 ・ひ らがなを まだ完全に は読 めないが,話 ・短時間であれば学習に集 中で きる。

をすることは得意であ る。

・自分な りに見通 しが もて,理 解 したこと ・課題 が少 しで も難 しい と消極 的 にな

B はとて も積極的に行動 し,ク ラスの り一 り,泣 いた りイ ラ イラす るこ と もあ

2 ダー的役割を果 た して いる。 る。

年 ・四則計算(整 数) ,長 さ,分 数 の意味

を ほぼ理解 している。

C ・自分で何で もや ってみ たいとい う意欲は ・時計が読め るよ うにな ったが,定 着は

2 ある。 自分の思い通 りにいかないと返事 して い ない 。

年 を しな くなることもあ る。 ・繰 り上が りのある足 し算 は,ほ ぼ理解

して い る。

・他人の ことが気にな り,自 分の手 元に集 ・1か ら10ま で の 数 は ,間 違 え る ことが

D 中 しに くくなることが ある。 少 な くな って きて い る。

3 ・細かい ところまで気 に しないところがあ ・50以 下の数を数唱する ことがで きる。

年 り,行 動が おお まかな ところがある。 ・時計の短針が,数 字を しっか りと指 し

ている時間はよむ ことがで きるよ うに

な って きた。

(6)本 時の展開(表1,参 照)

(7)評 価 個別の評価の観点 に基づ き評価する。

2意 欲 を高めるための工夫点

(1)環 境 の工夫

●数学 ノー ト,教 材 を自分で整理 しやすい場所 に置 くよ うに した。

●学習内容により,机 の配置を固定せず 自由に代われ るよ うに した。

(2)授 業形態の工夫

●個 々の実態 にあ った学習課題 に取 り組むため,個 別指導の形態を とった。

(3>授 業の流れの工夫

●動的 な活動(ゲ ーム,パ ーソナル コンピュータ)と 静的 な活動(プ リン ト)を 組み合わせ

るよ うに した。

(4)教 材 ・教具の工夫

●生徒たちが興味 ・関心 を示 して いるパ ーソナル コンピュータを使用 した。
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1

薗

↓

ー

表1中 学 校 心 身 障 害 学 級(知 的 発達 障 害)数 学 学 習 指 導案 〔本 時 の展 開 〕

〈記号の見方〉○生徒の活動 ●生徒の学習 ★本時の目標L.一 一_i意欲を高めるための工夫点

生 徒 名1担 当指導者 A(1年 女)1担 当(T1) B(2年 男)1担 当(T1) C(2年 男)【 担 当(T2) D(3年 男)1担 当(T2)

本 時 の 目 標

★ 「右(左)か ら何番め」という

数えかたを覚える。

★難しい問題でも最終まで考える。

★比の関係にっいて理解する。

★繰り下がりのあるひき算(2ケ タ
ー1ケ タ)に ついて理解する。

★時計で何分後を理解する。

★50か らの数唱と物とが一致するよ

うにする。

★時計の短針の読み方を知る。

学 習 活 動 ・ 教 師 の 支 援 評 価 の 観 点

焚身
Lあ いさつ

2本 時の目標,学

習の仕方を知る

Q日 直が,号 令をかけてあいさっをする。

○本時の個人目標 学習の仕方について知る。 〈支援〉・個人目標を自分で言い,自 覚を高めるよう援助する。i.翼 題査貝覚』..意欲査塵ぬ至.i

・礼の前後に指導者と顔

を合わせたか。
・課題を意識できた。

展

開

35

分

3.個 別に自分の課

題に取り組む

○机から離れ,簡 単なゲームをする

●右と左の概念の学習
L右 手,左 手をあげて下さい

2右,左 足で床を鳴らして下さい
3.右,左 に一っ移動して下さい

4.右手で左足をたたいて下さい

5.左手で左足をたたいて下さい

〈支援〉 ・基準点は自分にあること
を理解するよう援助する。 ・右,左

のある程度のイメージを作るまで練

習する。

「遊び的要素を南いぞ牽習意欲を'i

L勲 るよゑ鑑する2__....__-i
O机 にもどる

L鉛 筆を机の右側において下さい

2消 しゴムを机の左側に……

○カードを机に一列に並べる
●右から何番目の数え方の獲得
L右 から3番 目のカードは何?

z右 から4番 目のカードは何?

a左 から2番 目のカードは何?

〈支援〉 ・右からというある程度の

イ～ヒ 葉iξ窪うまで纏賀す勲__

i本人のすきなカードを選ばせてi

i.勲穂 も2よ ゑにす熱_...._iO
パ ソコンの場所へ移動

○本日の学習の復習をする。

〈支援〉 ・パソコンの操作方法は手

伝うようにする。

○ プ リ ン トを行 う

● 何倍 と い うこ とにつ いての 学習

i.1の2倍,3倍,4倍 ……

22の2倍,3倍,4倍 ……

3.3の2倍,3倍,4倍 ……

4.1/2の2倍,3倍,4倍 ……

5.1/3の2倍,3倍,4倍 ……

〈支 援 〉 ・イ メ ー ジす る絵 を描 いて

考 え るよ う援 助す る。

● 比例 の 使 い方 を知 る

L水500㎡ にミョウrtン1杯,水1000aiQ

で は ミョウバンは何杯?

2水500,wYに コンスターチ3杯,水1000

認 で はコンスターチは何 杯?

3.味 噌 汁1人 分 で味 噌 を大 さ じ1

杯 で す。4人 分 だ と何 杯?

4.水1Pに 漂 白剤 をキ ャップ%杯

水8彦 で は,何 キ ャ ップ?

5.つ ゆの 素1に 対 して 水z,小 鉢

1杯 の つ け じるを作 るには?

〈支 援〉 ・イ メー ジす る様絵 を描 い

て考 え る よ う援 助す る。

○パソコンのところへ移動
●繰り下がりのある引き算の学習

〈支援〉 ・パソコンの操作方法は手

伝うようにする。 ・10の位から10を

借りたら先ずその10で1の 位の数を

引くように援助する。

○ダイスを数えながら数を紙に書く

●数唱と数字を一致させる。
〈支援〉 ・50からは間違えやすいの

で指導者も一緒に声を出し数字も書

くようにする。・2～3回 繰り返し

最後は一人でやらせてみる。

○割り箸を数えながら数字の書いて

あるところにしまっていく。

●数唱と数字を一致させる。
〈支援〉 ・先ず一人で行い,苦 手な

ところを調べる。苦手な箇所は指導

者と一緒に繰り返し行うようにする

〈全体的なこと〉
・分からないことは自分

から聞けたか。
・課題に積極的に取り組

もうと努力したか

本人のパソコンへの興味が高い

のを利用し,学 習に興味をもっ

よう働きかける。

○ プ リン トを 行 う。

● 時 刻の何 分 後の学 習

L8時20分 の1分 後 は?

28時20分 の5分 後 は?

3.8時20分 のio分 後 は?

49時00分 のi時 間 後 は?

5,9時00分 の2時 間 後 は?

6.9時00分 の2時 間15分 後 は?

7.10時30分 の20分 後 は?

&1時5分 の30分 後 は?

9.1時14分 の11分 後 は?

103時55分 の6分 後 は?

〈支援 〉 ・計算 で回 答を 求め て もよ

い が,60分 を越 えた場 合 が理解 しに

くい と思わ れ るので,時 計の 針を イ

メー ジ して 答え る よ う援 助す る。

.r冒 響7,,..-一 ■■ ■ 暫..・ 「■ 暫暫,一 一 ・.・ 暫,■,一 匿一'作業牽

習 で親 しん でい る割 り箸

を 使 い学 習に興 味 が継続 す るよ

うに働 きかけ る。_,_._77▼P雫 「 ▼r一 匿9,pr町 匿匿 匿9■PP7「 匿 Ψ9.7-一 一,

○ 時 計の 時 刻を 読む 。

● 長 針 と短 針の 読み 方の 違 いを知 る

く支 援〉 ・ 「12と1」 の 間 は,「12

時」 に な る ことを分 か りやす く色 を

つ けた 時計 を用 意す る。
・長 針 は,「12」 の と ころを 「0分 」

藩 整離鵠黎藩j肌 ・
学習を理解しやすくし,達 成感

.壷至た致やす《↓ 意欲壼高める.

〈個別的なこと>
A(1年 女)
・右,左 を決めるときの
基準点を理解できたか

B(2年 男)
・課題に積極的に取り組

めたか。
・何倍という概念を理解

できたか。
・比の使い方を理解でき

たか。

C(2年 男)
・10の位から10を借 りた

らそのioか ら1の 位の

数を引くことを理解で

きたか。

D(3年 男)
・50からの数を唱えなが

ら数字が書けたか。
・時計の短針が数字の間

にある時は前の数字を

よむことを理解したか

生活上必要な課題を学習してい

ることを知り,身 に付けると便

利になるという学習の必要性か
ら意欲をもつよう働きかける。 身近なものを問題として出題し

学習に興味をもつよう働きかけ

る。

○パソコンのところへ移動

●時計の学習の復習をする
〈支援〉 ・パソコンの操作方法は手

伝ゑよゑ鑑すゑ軌,___.___..}本人
のパソコンへの興味が高いi

i.のゑ利用滋,.鴬習鑑集中登堂る」

}パ ソコ ンの カ ラ フルでか わ いいi脚

L絵で勲 鷲 至2よ ゑにす熱_..i

ま

と

め

10

分

a評 価 と反省

5.片 付 け

s.あ い さつ

○本時の授業の反省を担当の指導者と共にする。 〈支援〉・次回の授業の内容を分かりやすく説明し,

○全体の場zヒ.で き起三点や難長か2た 三とL.次 回璽課題を発表すゑ.〈寒援〉 ・課題意識を高めると共に励ま

。網 響 言欝 辮 能総 鯉 霧鐸繍 灘 識 徽 折,軸を確認するよ,援助す、.
○日直が,号 令をかけてあいさっをする。

次の課題を意識するよう援助する。
しの声をかけ意欲を高めるよう援助する

・次回の課題を意識でき

笹

・礼の前後に指導者と顔

を合わせたか。
i保護者にも学習したことを賞i

i賛 してもらい意欲を高める。i



●生活に身近 な もの,普 段か ら親 しんでい るものを教材 とした。

●長時間の学 習に集申が難 しいA児 には,遊 び的要素を取 り入れた。

●扱いやす く,学 習内容 を理解 しやす くす る教具を工夫 した。

●教具 は,生 徒 の好 きな教具を 自分 自身で選択で きるようにした。

●カラフルで 興味を もちやすそ うな教具を準備 した。

(5)教 師の支援 の工夫

●学習の始めに学習課題 の意識付 けを十分 に行 い,目 的意識を高め るように した。

●理解力の高 いB児 には,学 習前 に学習内容が生活の中で役に立っ ことを伝え た。

●学習の終わ りに次回の課題を確認 し,期 待感 を もて るように した。

●学習 した ものをフ ァイル し持ち帰 らせ,保 護者 にも一緒 に賞賛 して もらった。

●難 しい問題 は,教 師 と一緒 に学習す るように した。

●解答を生徒 自身で導 き出すよ うに援助 した。

3考 察 と今後 の課題

学習の始めに学習課題 を各生徒 に意識付け したのはよか ったが,総 じて各生徒 と も学習課

題が多過 ぎた。 もっと,指 導内容 を しぼ る必要が あった。

授業の構成は個別指導が中心であるため,各 生徒の学習内容 も異 なることと,指 導者数の

関係か ら,授 業の展開において生徒 を待たせ ることもあ り,学 習意欲が減退 した場合 もあっ

た。個別に学 習内容が異 なる授業で あるな らば,部 屋を分 けるなど,教 室環境 を工夫 して,

学 習に集中 しやす い教育条件の整備 と合わせて,授 業の展開にっ いて,さ らに改善が必要で

ある。

教材 ・教具の工夫に関 して は,ゲ ーム,パ ー ソナル コンピュータの使用で,生 徒 は意欲的

に学 習 していた。 その他 の教材 ・教 具につ いては,も っと個 々の実態 に合 った分か りやすい

ものを開発す る必要性を感 じた。

生徒への言葉かけにっいては,言 葉か けをす る時に否定的 な言い方 をす る場面 もあ ったが,

今後意識 して,肯 定的 な言い方を心が けることに気を付けたい。 また,生 徒が よ くない行動

を し教師が注意を与えた ら,そ の行動 を していない時 は褒 めるよ うに した方がよか った。

評価 は,意 欲の高 まりを探 るチ ェックリス トを用 いたが,評 価項 目が抽象的で評価 しに く

か った。今後は,評 価項目の検討 と合 わせて,生 徒 自身に学習に対す る自己評価法 を取 り入

れ るなど して,生 徒が 自分の課題 を自分で考え るよ うな工夫を してい きたい。

《事例2小 学 校心身障害学級(知 的発達障害)の 「算数」の指導》

1学 習指導案 対象児童:3年1名5年3名6年1名 合計5名,指 導者:2名

(1)単 元名 「クイズ,校 長先生 とS先 生はどち らが重 いか?」

(2)単 元設定の理由

「主体的に生活 して ほしい」 とい う願 いか ら,当 学級の教育 目標 には,「 個 々の力に応 じ

自立 した生活をお くれ る力を育て る」 ことを挙げている。児童が,長 さ ・距離 ・重さ ・時間

か さ ・広さな ど,量 や数を理解 して行動す る力を養 うことはr自 立 した生活」を送 れるよう

にす ることにつなが ると考える。
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現在,児 童た ちは,学 習や生活の中で重 さを比べる言葉を教師が使 って いるのを聞いてい

る し,児 童 自 らも 「重 い」 「軽 い」 と使 っている。 しか し,判 断が外見に左右 され,二 っの

物 を比較 してそれぞれ重 いと感 じた ら両方 とも 「重い」 と表現 して しま う様子がみ られ る。

そ こで,重 さを実際に比較す る中で,量 と しての重 さを とらえ させたい。 また,学 習 した こ

とを生活の中や他教科,領 域 とも関連 させなが ら(例 えば,調 理実 習で材料 を計る,収 穫物

を計 る,な ど)学 習を進め るよ うに してい くことに も配慮 してい る。

1学 期の算数 は,個 々の児童の能力 に合わせて,個 別の課題を学 習す る形 で進めて きた。

算数の単元 として重 さに関す る学習を初めて行 うため,個 別のね らいを はっきりさせること,

教材 ・教具や支援,児 童の興味 を もて そ うな操作活動,見 通 しの もたせ方,考 えの表現 の仕

方 を工夫 し,グ ループ集団で学 習す ることに した。

(3)単 元のね らい

① 比較す ることによ り,重 さを とらえ る力を養 う。

② 自分の課題 を意識 し,達 成 しよ うとす る態度 を育て る。

(4)指 導計画

指導

時間
指導段階 指 導 内 容

一 重さを意識 ○重 さの違 いに気付 く。

学 す る。 ○ 「重い」 「軽い」の言葉を知る。

期 ○重 さの違 いを 「重い」 「軽い」で表現する。

重さを比べ ○ 直接比 べ て,「 重 い 」 「軽 い」が,分 か る。

0 る 。 ・手で 持 った り,背 負 った り して比べ る。

・シ ー ソ ー で 比 べ る。

・ 「大 き くて重 い もの 」 「小 さ くて軽 い もの 」を 比べ る。

○ 間接比較で比べ 「重 い」 「軽 い」が分か る。

0 ・ゴムひ もを使 って,二 っの物を比べ る。っ け加えて比べ る。(本 時)

0 ・ゴムひ もを使 って,三 っ以上の物 を比べ,系 列化す る。

● ゴムひもが同 じ長 さだと同 じ重さということを知る。

0 ・てん び んで 比べ る。

●重さの等 しい粘土玉を単位 に使 って,て んびんで比べ る。

0 はかりを使 ○針が指 した箇所が重 さを表 していることを知 る。

う 。 ○ 目盛の読み方を知 る。重 さの単位(数 え方)gを 知 る。

(実態に応 じて,㎏ も扱 う)

○ いろいろな物 を計 る。 目盛で比べ られ ることを知る。

○校長先生とS先 生はどちらが重いか調べる。

0 ○見かけが変わ って も重 さは変わらないことを確かめる。

○生活や他教科,領 域 の中で計った り,重 さに関す る経験を積む。

● は,児 童の実態に合わせて取 り扱 う。
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⑤ 児童の実態

・100ま での数 字の読 み書 き,数 唱がで きる。20ま での数え は間違 えな くな って き

た。
・長い短 いの比較 は分かる。

・重 さの違 いが分か りやす いものの軽重 は,手 で比べ て分か る。

・100ま での 数字 の読 み 書 き,数 唱 がで き る。算 数へ の苦 手意 識(特 に数 え る こ

と)は 強い。
・長短の違いは分か る。

・重 さの違いが分か りやす いものの軽重 は手で比べて分かる。

・30ま での読み書 き,数 唱がで きる。10ま での数 は分かる。
・長 い短いの違 いは分か る。
・分か りやすい ものの重さの違 いは分か るが,「 重 くない」 と表現 した りす る。

・10ま での数 唱,カ ー ド並べ はで きる。一っは分か る。
・長短を比べ る対象物を きちん と見ず判断す る様子が見 られ る。

・重 さが かな り違 うもの は,重 さの違 いを感 じられ る。言葉 と一致 しない ことが あ

る。

E・ 繰 り上が り ・下が りの3桁 の計算が ほぼで きる。九九の学習を してい る。
・長短の違 いは分か る。系列化で きる。

年 ・100グ ラム位の重 さの違 いが手で比べて分 かる。

㈲ 本時の展開(表2,参 照)

(7)評 価 個別の評価の観点に基づ き評価す る。

2意 欲 を高めるための工夫点

(1)授 業形態 ・環境

●TTの 工夫に より,全 体で学習す る場面 と一人一人が活動す る場面を設けた。

●児童の使 う道具の置 き場所や課題への取 り組み方,活 動の様子の把握 しやす さか ら,机 の

配置を決めた。

(2)授 業の流れ

●静的な活動(座 って考え る,プ リン トに まとある)と 動的 な活動(比 べ る物 を探す,持 っ

て比べ る,吊 るすための作業をす る)を 組 み合わせ るよ うに した。

(3>教 材 ・教具

●ゴムをかけるボー ドを長 さが比較 しやすいよ う色別 に区切 った。 ゴムをつ り下げやす いよ

うにフックを付 けた。

●言葉で表現 しに くい児童 もいるので,児 童の写 真カー ドを張 り付 けて考えを表現 す る方法

を工夫 した。

●調べ る物 を身近 な ものに し,自 分で選ぶ(探 す)よ うに した。

●ま とめの プ リン トは児童のね らいや実態 に応 じて,個 別に用意 した。

(4)教 師の支援 ・評価

OTTの 役割分担を全体での学習場面,一 人一人 の活動場面 と明確に し,ね らいにそ って児

童が学習で きるよ う支援の仕方を共通理解 し指導 した。
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表2小 学校心身障害学級(知 的発達障害)算 数学習指導案 〔本時の展開〕

●児童の活動i意 欲を高めるための工夫点

児 童 名 A(6年 女子) B(3年 男 子) C(5年 男 子) D(5年 男子) E(5年 男 子)

本 時の 目標
・ゴ ムが一 番 長 いか ら一

番 重 い と言 え る。

・一 番 重 い物が 分 か る ・一 番 重い物 が 分 か る ・一番重い物が分かる ・ゴムが 一 番長 いか ら一

番 重 い と言え る

学 習 活 動 ・ 教 師 の 支 援 評 価

Lあ い さつ ●当番が号令をかけてあいさつする。 〔支援〕背筋を伸ばし,顔 を合わせるようにさせる。
・指導者と顔をあわせて礼がで

導
入
Z本 時の学習について知る ●本時の学習内容,学 習の仕方について知る。 〔支援〕学習内容にっいてプリン トし,渡 す 。L課 題 を 負覚 さ 堂し..意欲 奎 藁ぬ 蚤.i きたか 。

・課題を意識できたか。

3.教 室の中で重いものはなに
かな?

.一 一 一・ 曹9・ ・ 層r曾 曹,P,甲 響,一 一 〇一 一■ … 曹 ・ … 層 ■曹,噛,,7--暫 一 幽9

●重いと思うものを1つ 見つけてきて発表する。 「身近なもめを使う。写真のカー ドを使う。i

● みんなが見っけてきたものを持ってみて,ど れが重いか予想をたてる。L自 分で選蓋`g,遊び一.(ク{オΣ.的要案査1もたせるg.一」

一全体 的 な こと 一

・学習 の流 れ に そ って 活 動 で き

たか 。

●重いと思うもののところに写真カードをはる。
・終わったことが報告できたか

・自分 で取 り組 もう と した か。

〔支援〕見かけだけでな 〔支援〕何をするのか, 〔支援〕探す時,考 えこ 〔支援〕探す時,見 かけ 〔支援〕板書や友達の様
自分から活動く,持 って比 べ なが ら考 確認 してから活動させる ん で しまった ら,3種 類 だ け でな く,比 べ て か ら 子 を見 て,

え る よ うに させ る。 い ろ 探す時,2つ 以上の物を 位の物をどうかと示し, 決 め る よ うに させ る。 するように仕向ける。探
一個別 的 な こ と一

展 いうな物に目を向けて探 比べてから決めるように 比べて決めるようにさせ す時,い ろいろなもの比 A(6年 女子)

すように促す。 させ る。 る。 べ て考 え るよ うに させ る。 ・一番 長 いか ら一 番 重 い と言え

たか 。

4一 番重いものはどれか比べ

てみよう ●どうやって比べるか考える。 〔支援〕前時の経験をもとに(ビ デオをみる)考 えさせる。意見が出てこなければ教師が提案する。

● 選ん で きた物 に ゴム をつ け,フ ッ クにか け る。 B(3年 男 子)

● 予想 した こと と,ゴ ム に さげ た結 果を 比べ る。

● 比べ て 違 って い る と思 った ら,写 真 カー ドを直 す。
iビ デオ をみ る。 写 真 カー ドを 操作 す る。ii

.作 業が 長や す く.,..結果 が 堂う ～ζや 丈 』}よう,,一一用 具や 場 塗工未 す 蚤2-.i

・一番 重 い ものが 分 か っ たか。

●長い順に並びかえる。
●一番重いものを確かめる。 C(5年 男子)

●理由を考える。 〔支援〕重さでゴムがのびることが意識できるように操作する。
・一番 重 い もの が分 か ったか。

〔支援〕重い物を考える 〔支援〕何を(長 さを) 〔支援〕何を(長 さを) 〔支 援〕 何が 違 うの か, 〔支援〕何を比べて考え D(5年 男子)

時,何(長 さ)を 比 べ て 比べて考えればよいか 比べて考えればよいか 気付かせるように実際に ればよいか,確 認してか
・一 番重 い もの が 分か ったか。

考えればよいか確認させ 気付かせるように声かけ 気付かせるように声かけ 手にとって比べさせたり ら,考 え させ る。理 由 と

る。理由と結果をまとめ を工夫する。 を工夫する。作業の時は す る。作 業 す る ときは, 結果をまとめて発表する

て発表する時,何 を言う 様子を見て介助する。 様子を見て介助する。 時,何 を言えぱよいのか E(5年 男子)

のかどう言うのかのピン ど う言 うの かの ヒ ン トカ ・一 番長 いか ら一 番重 い と言 え

トカ ー ドを 使 う。 一 ドを 使 う。 たか 。

開
○ プ リ ン トで ま とめを す る。 台紙 に,の りで は りっ け る。 「個 ぞめ ガ やね ぢ いに ぞ ぢだ ヲ宴 ジ謄Fを扇 意 ず る… …… 齢…'陰… …… … …'i

O終 わ 。 た ら ・重 さ の 学 習 、 の と こ ろ に は ん を 押 す 。..........................._….… … …__._… … … …_,___i

〔支 援〕 ヒ ン トカ ー ドを 〔支援〕ゴムの長さの差 〔支援〕プリントの文を 〔支 援〕 書 く作 業で は。 〔支援 〕 ヒン トカー ドを

てがかりに,言 葉でまと を意識するよう,長 いほ 読んで考え,口 に書きこ はんこを使わせる。プリ てがかりに言葉でまとめ

め るよ うに させ る。 うから絵に表してまとめ む よ うにさせ る。 ントの文を読んで考え るよ うに させ る。

させ る。 口に書き込むようにさせ

る 。

5.ま とめ を す る ○ 取 り組 ん だ こ とを振 り返 る。 〔支 援〕 や った こ と,頑 張 った こと,難 しか った こと等 を見 つ ける。 頑張 った こと,よ か った点 を
・次回の課題を意識できたか

。
ま ○次回の学習について知る。 〔支援〕次回の授業の課題を意識させる。 認め,励 ます。

と
○当番が号令をかけて,あ いさつをする。 〔支援〕背筋をのばし,顔 を合わせるようにさせる。

・指導者と顔を合わせたか。
め

r次画尺め学習に見通uを もだぜるごεで学習意欲を高ある'i



●単元の学習過程 を知 らせ,児 童が学習課題をっかみやすいよ うに,学 習 して きた過程を写

真にとり,そ れをまとめて児童が 自分の本を作 るよ うに した。

●学習の始め に,本 日の学習課題を意識 させ,目 的意識を高あるように した。

・学習の終わ りに本時の学習をま とめ,次 の学習課題 を意識 させ ることで見通 しを もたせ る

ように した。

●本時の活動 に応 じた評価表を作 り,自 己評価の機会を設 けた。

3考 察 と今後の課題

検討 した ことを もとに,次 時か ら次の ように授業を工夫 した。

① 他児の活動が互いに見 あえ るよ うな机の配置 に したところ,「 何をす るのか」 とい う活

動の見通 しを もちやす くな り,ま ねた り,比 較 した りす る様子が多 くな った。

② ね らいや活動の違 いにより,ど こを,ど の ように比較す るか,分 か りやす くな った。

③ 前時の ビデオを見 ることを続 けることで,自 己評価を した り,授 業の流れの見通 しを も

たせ ることがで きた。

研究の視点を基に しなが ら,TTで 適切 な支援をす るために有効な記録の取 り方を考え工

夫 している。 「またや りたい」 という自己評価の項 目を もうけ,児 童の興味 ・関心 を探 る手

がか りに しようと考えて いる。 ゴムの長 さで判断す る場合,重 ねて下げ,「 わか りん棒」 と

名付けた長めの棒を横 に渡す操作を児童が行 い,見 る基準を はっきりさせると分か りやす く

興味を もった。今後は,シ ーソーの方が分か りやすい場合 は,そ れ を利用す るな ど,児 童の

興味に合わせ た教具の変更 も考えて いる。 このよ うに研究の視点 にそって,児 童の 自己評価

と教師の相互 の評価を合わせて授業 を検討,工 夫 してい くことは,児 童の興味を高め るの に

役立つ と同時 に,授 業 を作 る上で,こ の点を押 さえればよい とい う指針 にな ることが分か っ

た。

Vま とめ と今後 の課題

1研 究のまとめ

教科指導上 で直面 してい る問題点 や課題を出 し合 った ところ,「 個 々に応 じた」 「意欲 ・

関心」 とい った共通点が多か った。 その共通点 を基 に,私 たちは,よ りよい授業を行 うため

「一人一人 にあ った意欲 ・関心を高 める指導法 の在 り方 」 とい う主題 を設定 した。

研究は,KJ法 を用い意欲 ・関心 を高め る指導法 にっいて分析 し,仮 説を立て,授 業研究

で検証す る とい う方法で進 めた。

一人一人の意欲 ・関心 を高め るために,十 分に児童 ・生徒 の観察を行 い,そ れ に基づいて

上述のポイ ン トを押 さえた計画的 ・意図的な指導 を行 うが,よ りよい授業を行 う上で大切で

あることが共通理解で きた。

また,「 実態把握」 「課題設定」 「授業」 「評価」 とい う一連の指導の流れの中で,意 欲

・関心を高め るためには,そ れぞれの段階で以下の8っ を授業改善のポイ ン トとして押 さえ

ることが大切 であるとい うことが明 らか にな った。

① 実態把握は,「 学習の到達度」 「意欲 ・態度」 「認知や身体諸 機能 」等にっ いて と らえ

ることが大切である。
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② 課題設定では,「 スモール ステ ップ」 「分か りやす い目標」 「成就感を得 られ る」 「本

人が決ある」(自 分の 目標を 自分で決め る,課 題を自 ら選ぶ)等 の配慮が必要であ る。

③ 教室環境 において は,「 準備 ・片付 けの しやすい」 「作品が展示 しやす い」 「活動内容

に応 じた机の配置」 「学習場所を変える」等の整備 を進め る必要性が ある。

④ 授業形態で は,「 一斉指導」 「小集団指導」 「個別指導」か ら,児 童 ・生徒の障害の状

態や指導内容 によって,効 果的な形態を選択する。

⑤ 授業 の流 れでは,「 動的 ・静的な活動を組み合わせ る」 「課題提示の順序 ・方法の工

夫」を考慮す る。

⑥ 教材 ・教具で は,「 生活 に身近 な」 「タイム リーな」 「五感に訴え る」 「扱いやす い」

「遊 び感覚」 「質 ・量の充実 した」 「実物 の使用」等の工夫や配慮を凝 らす。

⑦ 教 師の支援で は,「 課題の意識付 け」 「見通 しを もたせ る」 「学習の成果を承認す る」

「保護者 との連携」 「結果を急がず待つ」 「本人が答を出せ るよ うに導 く」等の配慮が重

要である。

⑧ 評 価では,「 自己評価を行 う」 「次 回の課題 を知 らせ期待感を高め る」 「教科の学習内

容の到達度 に限 らず,取 り組んだ態度 も評 価す る」 「評価 した ことを次回の実態把握 に

フィー ドバ ックす る」等が大切であ る。

以上の ことを押 さえた上で,様 々な工夫や配慮を した指導計画を立て授業を行 うことで,

意欲 ・関心 を高め ることがで きると考え る。

2今 後の課題

授業を通 して,児 童 ・生徒の意欲 ・関心を高 める指導法の在 り方の研究を して きた。児童

・生徒の意欲 ・関心が本当に高 まったか どうかを検証す るために,チ ェ ックリス トを作成 し

た り,自 己評価表 に記入 させた りす ることで意欲の高 まりを探 った。 しか し,意 欲 ・関心は,

個 々の興味や,得 意 なこと,苦 手意識 などで違 って くる。 したが って,本 当に意欲 ・関心が

高 まったと判断で きるまでには至 らなか った。今後,児 童 ・生徒 自身がその授業のなかで,

意欲的に取 り組あたか どうかを評価 してい く方法や,教 師 自身が評価 し,次 の授業 に生か し

て行 く方法 を研究 していき,実 践の授業で検証 してい く必要が ある。

私たちは,複 数の教師で指導 にあた ることが多い。児童 ・生徒の意欲 ・関心が高まる授業

を行 うためには,教 師同士の教育観,児 童 ・生徒観などを話 し合 い,共 通理解を もった上で,

授業形態,教 材 ・教具等を検討 して い くことが,最 も大切であ ると再認識で きた。 また,今

回の研究では,教 科の指導内容 の系統性の検討が不十分であ り,こ の ことも重要 な課題であ

る。

今回の研究員で得た ものを土 台 として,授 業の改善に向けて,さ らに努力を続 けたいと考

えている。
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一人一人のカを伸ばす指導の在 り方

一集団の中で一人一人が力を発揮する授業の工夫一

1主 題設定の理由

心身障害教育 において は,一 人一人の障害に応 じ,個 性を伸 ばす教育が大切 にされてきた。

当然それは,領 域 ・教科を合わせ た指導で多 く行われてい る集団の場面において も,常 に心

掛けなければ いけない事項であ る。個性を伸 ばす ための個に応 じた指導を実践す るためには

様 々な工夫が必要であ り,日 々苦慮 して いる点で もあ る。

「個に応 じた指導」と言 うと,集 団 と切 りはな した1対1の 指導 を連想 しがちであ るが,

集団の中で一人一人が力を発揮 できるよ うにす ることも大切である。中央教育審議会におい

て は,「 生 きる力」,特 に 「主体的 に判断 し行動す る力」 「自らを律 しっっ,他 人 とともに

強調す る力」な どの育成が重要視 されて いる。 これ らの力 は,集 団の中で児童 ・生徒が相互

にかかわ り合 うことで育 まれてい くもの はとらえ ることがで きる。 また,将 来の社会 自立を

目指 してい く際 に も,集 団の中で一人一人が力を発揮で きるようにす ることが大切であ ると

考え られ る。

そ こで今回 は,「 集団の中で一人一人が力を発揮す る授業の工夫 」を研究テーマと し,実

際の授業において,集 団 とその中の一人一人が相互に どの ようにかかわ ってい るか を分析 し,

また,集 団の中で一人一人が力を発揮す るための,教 師の援助の在 り方 につ いて研究 した。

II研 究の経過

4月 研究主題の検討及び決定

6月 「集団の とらえか た」についての検 討,共 通理解

7月 図1「 集団 とのかかわ り」の分析

8月
「教師の援助」についての考察と構造化

図2「 授業の構造図」の作成

9月
「教師の援助の観点」についての検討 実際の授業での検証①

図3「 授業の教師援助の観点」の作成

10月 原稿内容の検討 実際の授業での検証②

11～1月
研究発表の内容 ・方法の検討

発表会準備及び資料作成
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皿 研究方法 と内容

1研 究の方向性

(1)「 集団の中で一人一人が力を発揮す る指導」 とは

① かかわ りにつ いて

研究主題を検討す る中で,日 ごろの学習活動を通 して 「教師 と児童 ・生徒だけの関

係が多 くな って しまい,児 童 ・生徒同士の コ ミュニ ケー シ ョンが少 な くな って しま

う」 「1対1の 学習では自分の課題 は理解 できるが,集 団の学 習の中では,課 題の理

解が難 しく,主 体的な活動がで きな くな る」など,教 師対児童 ・生徒や児童 ・生徒同

士のかかわ り合 いに関す る問題点 などが多 く出された。

人 とかかわ り合いを もち,集 団の中で 自分 自身の力を発揮で きることは,生 きてい

く上で必要な ことであ る。学習集団の中で人 とのかかわ りを もっ ことがで きるよ うに

な ることは,将 来の社会参加 につなが ると考え られ る。

② 一人一人が力を発揮す る授業について

「一人一人が力を発揮す る授業」を創 るには,個 に応 じることに視点をおいて,一

人一人の児童 ・生徒の障害の状態や生活年齢などを考慮 し,指 導内容 ・方法を工夫す

ることが必要である。児童 ・生徒一人一人の実態 に合わせた指導計画を作成す るには,

集団の場面での教師 と児童 ・生徒,児 童 ・生徒 同士のかかわ り合 う場や機会を設定す

ることが大切な要素 と考え られ る。本分科会では,一 人一人の児童 ・生徒が 自分の課

題 を,人 とのかかわ り合いの中で達成す ることに視点を当てて研究を進めた。

(2)集 団 の とらえかた

① 集団の意味を とらえ るための授業分析

集団の構成の要素 は,人 数や年齢構成 男女の比 など様 々な ものが考え られ る。ま

た,障 害の重い児童 ・生徒の場合は,集 団参加の初期 の段階 として個別指導 とと らえ,

教 師 と児童 ・生徒の個別的 なや りとりを大切 にす ることもある。 そ こで,授 業場面で

の集団の意味を明確 にす るため に,KJ法 を用いて小学校心身障害学級2校 の生活単

元学 習 と作業学習の授業分析を し,構 造化を行 った。(図1)

② 「集 団 とのかかわ り」の構造図の作成

授業分 析の結果,「 集団 とのかかわ り」 にっ いて は,r児 童 ・生徒 にと って』 と

r教 師に とって』の項 目に分類 した。 さらに,r児 童 ・生徒に とって』は,「 意識 し

合 う」 「雰囲気を作 る」 「お互 いを評価する」 「集団 その ものが教材になる」 という

〈意識 の面〉の4項 目 と,「 役 割があ る」 「ルールを教 え る」 「協力 し合 う場 であ

る」 とい う く役割 の面(社 会性)〉 の3項 目に分類 した。集団 は一人一 人の生徒 に

とって活動のモデルになるとい う意味の 「集団 はモデルにな る」 とい う項 目は,〈 意

識の面〉 と 〈役割の面〉両方にかかわ る位置に分類 した。

本分科会では,こ の構造図の中で も項 目数が多い 〈意識の面〉 は,一 人一 人 と集団

とのかかわ りを育ててい くために重要であ るととらえた。 また,逆 に教師の援助 に関

す る指摘が少 なか ったので,さ らに検討す る必要があ ると考えた。
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図1「 集団とのかかわ り」

児童 ・生徒にとって

(1授 業場面での)

〈意識の面〉

集団の中で意識し合う

集団の中で,お 互いに意識

しあう

集団の中の教師に児童 ・生

徒たちの目がいく

集団は雰囲気を作る

集団は楽 しい

集団ではやる気が出る

集団は緊張を与える

集団はお互いを評価

する力がある

集団は自信を付ける

集団はお互いに評価 し合う

集団そのものがよい教

材になる

集団は会話を育てる

集団の構成員は数の教

材になる

〈役割の面(社 会性)〉

集団には役割がある

集団が役割意識を育てる

集団には役割がある

集団はルールを教える

集団はルールを教える

大 きな 「社会(地 域)」 と

いう集団でも影響を受けて

いる

集団 は協力し合 う場である

集団は助け合う場である

集団は友だち同士教え合う

場である

集団の中で周囲に依存する

集団はモデルになる

教師にとって

集団の中での一人一人に

対す る教師の援助の仕方

集団の中では一人一人に対

する教師の援助が大切であ

る

集団の中で児童 ・生徒は模倣 しあ う

集団の中で, 朗 の輪 ことが分かる
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2集 団の中での教師の援助の在 リ方

(1)集 団の中での教師の援助の在 り方

図1「 集団 とのかかわ り」において,児 童 ・生徒 に とって集団 は,集 団意識を育てる

「意識の面」 と役割を果たす 「役割の面」での二つ の意味があることが分か り,そ の両

方の面で一人一人の力を伸ばすため には,教 師の適切 な援助が必要であることが確認で

きた。そ こで,集 団の中での一人一人の児童 ・生徒 に対す る教師の援助の在 り方につ い

て分析,検 討 し,実 態の授業に生かすたあ,次 のよ うな手順 で構造 化を図 った。

①KJ法 によ り授業分析

小学校心身障害学級の ビデオを視聴 し,教 師や児童 ・生徒の活動の様子か ら次の よ

うな観点が出された。 まず,多 く挙 げ られた もの として は,「 ア.教 師の活動の工夫,

イ.個 別 に対す る役割 や課題の設定,ウ.児 童 ・生徒の主体的な活動への援助,エ.

児童 ・生徒同士のかかわ りへの援助,オ.集 団 に対す る教材の工夫,カ.個 別の成果

への評価」の6項 目であ った。次に,「 キ.集 団のね らい と課題の明確化,ク.学 習

環境の工夫,ケ.協 力への評価」が、観点 として多 く挙 げ られた。

② 主体的な活動への援助 とかかわ りへ の援助につ いての考察

授業分析か ら出された観点の中の,「 教師の援助」に焦点を 当てて検討す ることに

よ って,r個 々の主体的な活動への援助』(児 童 ・生徒 の言動を受け とめ る,意 欲 を

引 き出す,主 体的な活動を促す)は,比 較的よ く行われているが,r児 童 ・生徒 同士

のかかわ りへの援助』(他 の人を意識 させ る,児 童 ・生徒 同士のかかわ りを促す,児

童 ・生徒 の活動を尊重す る)が,あ まり行われていないことに気付いた。我 々が児童

・生徒 同士のかかわ りをあま り意識せず授業を行 ってい ることが原因 と考え られる。

③ 「教 師の活動の工夫」に支え られ る 「援助」

「主体的 な活 動への援 助」 と 「児童 ・生徒 同士のかかわ りへの援助」の二 っは,

r教 師の活動の工夫』(集 団への働 きか け,個 別への配慮,T・Tの 工夫)に 支え ら

れてい ると考えた。 また,こ の二つは授業中でのr個 別や集団に対 しての評価』 を肯

定的に行 うことによって大 きく影響 される もので あるととらえ,研 究を進めた。

④ 「授業の構造図」

以上の観点 を,「 指導の計画」 「指導の展開」 「指導の評価」 とい う三っの柱にま

とめて構造化 し,さ らに内容を充実 させ るため,各 校での 日常の指導場面(例 えば,

朝の会,係 活動,調 理,畑 作 りなど)に おける教師の援助 について報告 しあ った。授

業の 中で,学 習内容に応 じた飾 りっ けなどの雰囲気作 り,言 葉掛けや指示の仕方,ペ

アの組み方,グ ループの活動,役 割 の分担,一 人一人や集団 に対するプラスの評価 な

どに留意 して指導を行 って いることが 出され,指 導計画に必要な観点 を検討 した。 そ

の結果,「 実 態把握」 「単元計画の工夫」 「学 習環境 と学 習の場の工夫」 「指導体制

の工夫」な どを加えた ものが,図2「 授業の構造図」であ る。

KJ法

文化人類学である川喜田二郎の頭文字を とった創造的問題解決法,KJ法 では事実

カー ドに 「ラベル化」 し,そ れをグルー ピングし,集 まったラベルに共通の本質を発

見 し,そ れを 「見出し」とする。 この作業を繰 り返 し,最 後に見出 しカー ドの相互関

係の考察を行う。少数の意見が全体に反映で きるのも特徴である。
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図2「 授業の構造図」
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図3 「授業計画における教師の援助の観点」
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(2)授 業計画 における教師の援助の在 り方 にっいて

① 授業の構造図 に基づいた授業の観点

図3の 「授業計画における教 師の援助の観点」は,図2の 「授業の構造図」を基 に実

際の授業を想定 して各項 目ごとにま とめた ものであ る。実際の授業 は集団指導 とい う形

で進め られ るが,全 体 としてのね らいの他 に,児 童 ・生徒一人一人のね らいや 目標を明

確 にす ることが必要 であること,言 い替えれば,集 団指導の中での個別化の視点 を もっ

て授業を進めるとい うことが重要 である。 そのためには,指 導計画の段階か ら集団 に対

す る指導 の中で も,児 童 ・生徒 同士のかか わ り合いの 中で,一 人一人が主体的 に活動 で

きるよ うな一人一人への援助 の方法を考え ていかなければな らない。そ こで,授 業計画

におけ る教師の援助の観点を明 らか にすることに した。

② 集団 と個別の指導計画の作成

指導計画を立案す る際には,集 団を構成す る児童 ・生徒一人一人の個性や現在 もって

いる力を十分把握す るとともに,集 団 としての特徴 もっかむ ことが必要 である。次に,

集団を考慮 した上で,児 童 ・生徒同士が十分かかわ り合いなが ら一人一人の個性が生か

され るような 「集団に対す るね らい」 と,個 々の実態に応 じ,ど の児童 ・生徒 も達成で

きるよ うな 「個別のね らい」を立て ることが大切であ る。教材を考え る際 には,集 団の

活動で扱 いやす く,個 々の児童 ・生徒が興味を もて るよ うにす ることが必要であ る。 さ

らに,集 団 として活動 しやすい学習環境を整えると同時に,一 人一 人の児童 ・生徒 が集

中 しやす いよ うに,学 習の場の工夫が必要である。 また,複 数担任で授業を進め ること

が多 いので,指 導計画 の中に指導体制の工夫 を加えた。

③ 集団 と個別への教師の援助

指導の展 開の中の 「児童 。生徒 同士のかかわ りへの援助」では,児 童 ・生徒同士で教

え合 った り刺激 し合 った りす るな どのかかわ りが もて るよ う役割や活動を工夫 し,教 師

が その活動 を促 した り橋渡 しを した りす るための観点を示 した。 また,「 主体的な活動

への援助」では,活 動の成果を評 億す ることで意欲を引 き出す ことが主体的 な活動へ と

つなが るとい う観点を示 した。 「教師の活動 の工夫」では,教 師は集団 にはた らきか け

なが ら,個 別の指導が不可欠 であ り,ま た,T・Tの 特性を十分生か して い くために役

割や協力体制 にっいて も工夫 が必要であ るとい う観点を示 した。

④ 活動 を進 めてい く上での評 価

評価 においては,個 別の課題 におけ る自己評価 と友達同士の相互評価,集 団の課題に

おける自己評価(自 分の役割 に対す る評価)と 相互 評価(集 団 としての成果の確認)な

どをきちん と押さえ ることが大切であ る。

⑤ 指導計画 に対す る評価

最後 には指導計画その ものが適切であ ったか,展 開 におけ る指導の方法 や援助の仕方

や評緬の仕方が適切であ ったか などを教師 自身が評懸 を し,次 の指導へ生か してい くこ

とが必要であ る。

以上,各 項 目に沿 って簡単 に説明を したが,こ れ らの内容を実際の授業の中で検証す る

ことに した。
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IV指 導事例

1指 導事例 と して取 り上げた理 由

生活単元学 習や作業学 習で は,集 団指導 とい う形態で授業を進 める ことが多い。 そのた

め児童 ・生徒 同士のかか わ る場や機会を授業の中で多 くもっ ことがで き,一 人一人の児童

・生徒がその力を発揮 しやす いと考え,指 導事例2題 を取 り上げることに した。 なお,こ

の事例 は,分 科会の主題 に基づ く研究を通 して検討 された,指 導計画,指 導の展開,指 導

の評価 に至 る 「授業計画におけ る教師の援助の観点」に基づいて行 われた授業であ る。

(1)生 活単元学習(単 元名 クッキーを作 って売 ろう)

クッキーを作 る,売 るな ど活動の見通 しが もちやすい。 また,袋 詰 めや販売な どの活

動での役割を明確化す ることによ り,友 達 とのかかわ りが少ない児童で も,一 人一人が

力を発揮 し,友 達 と協力 して活動す ることがで きると考え取 り上げた。

(2)作 業学習(単 元名CDラ ック作 り)

作業学習で は,一 人一人がそれぞれの作業工程 で力を発揮 しやす く,製 品の量や質 な

どを通 した定量的な評価が しやす く,生 徒 にとって も評価が分か りやすい。 また,集 団

として一っの ものを作 り上 げる過程 で,生 徒一人一人の集団への所属意識が高め られ る

のではと考 え取 り上 げた。

2生 活単元学習 〔小学校心身障害学級(知 的発達障害)〕

(1)単 元名 「クッキーを作 って売ろ う」

(2)単 元の 目標

① 友達 と協力 しなが ら活動す る。

② 自分のや ることが分か り,楽 しく活動す る。

③ 物 の売 り買いの仕方が分か る。

(3)単 元設定の理由

本学級は5,6年 生7名 の学級である。様 々な障害のある児童が学級集団 と して協力

し合 いなが ら一つの ことに取 り組む ことは,学 級集団 と しての質を高め,そ の中で個 々

の児童の力を伸ばす ことに もなると考 えている。

本単元を設定す るに当た って,① 個人差の大 きい児童のだれ もが楽 しく,興 味を もて

るもの,② 児童が見通 しを もち意欲的に取 り組 める もの,③ 各教科で学習 した内容が本

単元の中で生活 に必要 な力に変化す るよ うにな ること,④ 児童が満足感や成就感が もて

る ものであること,と い う点を配慮 した。

本単元では,楽 しみなが らお金の価値や使 い方,お 金の計算の仕方などを理解する こ

とがで きると考え る。 また,お 金だけではな くクッキ ーの材料 を量 る(重 さ),リ ボ ン

の長 さを測 る(長 さ),ク ッキーの数を数え る(数),開 店 ・閉店時刻を設定す る(時

刻),カ ー ドや表示 を書 く(文 字),売 り買いをす る(言 葉),ス ケー トをす る(体 育)

など各教科の具体的な内容 も多 く含 まれてい る。 また,歩 いて10分 位の所に年中無休で

しか も格安で滑 ることので きるスケー ト場がある。 このスケー ト場 に行 くことを楽 しみ

に して,ク ッキーの販売学 習を行 うことに した。

この学習が 日常生活 に生かされ,生 きる力に結 びっ くことをね らい本単元を設定 した。
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{4)児 童の様子(3人 抽 出 した)

自閉的傾向がある。本単元は好 きな課題である。お金の癌値や計算についての
理解はないが,買 い物でお金を使うことは分かる。

脳性まひで右半身が不自由である。本単元全体の流れはまだよく分か っていな
いが.一 っ一っの場面では意味を理解 し生 き生きと活動できる。

言m活 動は渚発である。単元全体の流れが理解で き,見 遍 しが もて,意 欲釣に

活動ができる。

(5)学 習指導計画(全15時 間 本時11/15)

①8時 間 クッキーの材料につ いて発表 しあい,材 料 を買いに行 く。

クッキーを作 る。

②2時 間

③2時 間

④3時 間

カー ド,リ ボ ン,商 品札 看板 などを作 る。

驚 軸 物学習一 ヨ(本時)
ア イ ス スケ ー ト場 に行 く。

(6)本 時の指導

① 本時の 目標

○友達 と協力 しなが ら活動す る。

・自分のや ることが分か り楽 しく活動す る。

・買い物 ごっこを楽 しむ。

② 児童の 目標

児 童 児 童 の 昌 標

A児5黛 ・友達に助けてもらいなが ら,袋 詰めの係や クッキーを渡す係をす る。
・買い物ごっこでは,ク ッキーを渡す係を楽 しむ。

B児5難 ・友達と一緒に袋詰めや クッキーを渡す係をする。
・買い物ごっこでは,自 分から声を掛け積極的に参加する。

C児5年 ・袋詰め,ク ッキー売りは友達 と協力 して意欲的に行う。
・お金の計算では教えてもらいなが ら,正 確に行 う。

③ 本時の展開(次 ページ参照)

④ クッキーの袋詰あの時の調理室の配置( )は 児童

T1(A)

(、)」__,、)!

5つ ず つの

かたまりに

する

<D)

tE)
!

ホッチキス止め リボン結び
、

袋詰め
r

<G)<F) ※
← 一 → 児童同士のかかわり

⑤ 評価

●友達 と力を合わせて,袋 詰めの係や ク ッキー売 りの係 を うま くで きたか。

●自分のやることが分か り,楽 しく袋詰めや クッキー売 りがで きたか。

●買い物 ごっこを楽 しむ ことがで きたか。
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③ 本時の展開

学 習 活 動 教 師 の 活 動 ・ 援 助

全 体

の
個 々 の 活 動 個 々 の 活 動 教 材

全体への援助 T・Tの 動 き ●

活 動 A児 B児 C児 A児 B児 C児 教 具

前時の活動 で きるだ け おおよそ思 前時までの クッキーで作 った ク ッキ ー の ク ッキ ー の ク ッキ ー の Tl前 時の学 習に

を思 い出 思い出す。 い出す。 授業をきち こと,袋 詰めな ど 袋を近くで 袋 を見せ 袋を 見せ ついて話す。 クッ ク ッキ ー
す 。 んと思い出 を した ことな ど, 見せる。 る 。 る。 キーの袋を見せ る の袋

す 。 作 った クッキーの

袋を見せながら思 T2A児 の近 くで

課 い出せ るよ うに話 ク ッ キ ー を 見 せ

す 。 る。

題 本時のやる 前時の続き ク ッキ ーの ク ッキ ーの 本時のや ること, 袋詰めをす ク ッキ ーの 開閉店の時 TI本 時のや るこ
ことやめあ の袋詰めを 袋詰 め,ク 袋詰 め,ク めあてを はっきり ることを理 袋,値 札, 刻が分かる と,め あてが分か
てが 分か す ることが ッキーを売 ッキー売 り させ興味,意 欲, 解で きるよ サイフ等を ように,時 るように話す。 サイフ

る。 分かるよ う る ことが分 開閉店時刻 見通 しを もって学 うに,ク ッ 見せ る。袋 計を使 う。 開閉店の時刻を理 値札
把 に,話 を聞 か るよ うに が分かるよ 習で きるように話 キーの袋を 詰 めの後, 協力して活 解で きるように, 時計

く 。 話を聞 く。 うに話を聞 す 。 見せ る。 ク ッキーを 動するとい 時計を使 う。
く。 売 るという うことを理 T2A児 の近 くで

開閉店時刻 ことを理解 解できるよ ッキーを見せ る。

握 に時計の針 できるよう うにす る。 クB児 の近 くで値

を合わせ にする。 札,サ イフを見せ

る。 る。

櫨力して活

動 する こと

を理解 す
る。

ク ッキ ー の ク ッキ ー を 5つ ずつの 袋に リボ ン 袋詰めがやりやす 数をまちが 手が不自由 お しゃべ り Tl全 体の進行の 3と5の
袋詰めをす 5つ ずつの かたま りを を結ぶ。 いように補助具を え ないよう なのでや り を しないで 様子を把握する。 数
る。 かた まりに 3っ 集め袋 ホ ッチキス 工夫 する。 援助す る。 に くいと こ 自分の活動 A児B児 の様子を 補助用紙

す る。 に入れ る。 でカー ドを 児童 の立つ位 置, 集中がとぎ ろは援助す がで きるよ よ く見て,適 切な ビニール袋

付け る。 机の位置を工夫す れ ないよう る 。 う励 ます。 言葉 かけをす る。 おわん
A児 に協力 る。 に励 ま しの 協力して活 T2C児 の様子を セロテープ
す る。 協力して袋詰めが 言葉かけを 動できるよ よく見て適切な言 リボン

課 できるよう言葉か す る。泣 い う言葉かけ 葉かけをする。 ホッチキス

けをする。 たり しこと をする。 カー ド箱

児童の活動を尊重 きは,し ば

す る 。 らく傍 にい

るよ うにす

る。

題 お店の準備 C児 と協力 友達と協力 A児 と協力 3つ のグループが お客さんに お客 さんに A児 と協力 TIA児C児 に言

を して ク ッ してク ッキ して クッキ して クッキ それぞれ協力して ク ッキ ー を ク ッキ ー を する ことを 葉かけや補助をす 袋
キー売 りを 一 を売 る。 一 を売 る。 一 を 売 る。 クッキーを売 るこ 渡せるよ う 渡せ るよ う 促す。 る 。 お金
す る。 とがで きるよ う言 に補助 す に補助 す

お客さんに お客 さん に お金の受け 葉かけをす る。 る。 る。 お金の計算 T2B児 に言葉か

ク ッキ ー を クッキーを 渡 し,お つ できるだけ児童の を間違えが けや補助をす る。
渡 す。 渡す。 りの計算を 活動を尊重する。 ないよ うに

追 す る。 「い ら っ し ゃい ま 補助す る。 T3,T4.T5,は1組

せ」 「あ りが とう (豆か ら4年)の

ございま した1等 9人 を連れて,ク

売り手の言葉が自 ッキーを買 う児童

然に出て くるよ う の補助をす る。

援助する。 T2C児 のお金の

究

計算を補助する。

お金の計算 お金の計算 お金の計算をする お金の計算 T2C児 のお金の

をす る。 をす る。 児童にはまちがえ をまちがえ 計算を補助する。
ないように言葉か のないよ う

けや補助 をす る。 に補助をす

る。

片付けをす 片付けをす 片付けをす 片付けをする児童 食器拭きが 食器拭きが TlA児B児 の片

る。 る。食器 を る。食器を にはき らん とで き きちん とで きちん とで 付けの補助をす

拭 く。 拭 く。 るよ う補助す る。 きるよ うに きるように る。

補助す る。 補助す る。

達 次時の予告 話を聞 こ う おおよそ話 きちん と理 児童の活動を評価 次時の内容 次時の内容 次時の内容 T1児 童の活動を

をする。 とす る。 が理解でき 解す るよう す る。 が少 しで も や,ス ケ ー や スケ ー ト 評価 し,次 時の予

成 る よ う に, に,話 を聞 次時も興味をもっ 分か るよ う トに行 くこ に行 くこと 告をす る。

聞こうとす く。 て学習で き,見 通 に話す。 とがおお よ が きちん と T2A児B児 の理

評 る 。 しが もて るように そ理解でき 理解できる 解を補助する。

話をす る。 るように話 よ う に 話

価 す 。 す 。
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(7)授 業計画 における教師の援助の観点 と本授業 との関係

① 指導計画

ア 教材の工夫

数え るのが苦手な児童 には,一 つ一つの クッキーを置 く数字 の書 いてあ る紙や,

5個 まとめて入れ る容器 など,一 人で も見通 しを もって作業で きるように,個 々に

対 しての教材の工夫が なされていた。 また,お 金のや り取 りや売 った クッキーを入

れ る袋を用意 して,友 達 と役割 を分担で きるよ うにするな ど集団 として活動 しやす

くす るための教材 の工夫 もみ られ た。

イ 学 習環境や場の工夫

教室で本時の説 明,お 金の計算,ま とめを行 い,調 理室で袋詰め と販売 を行 うこ

とによ って学習の目あてが もちやすいよ うに した。 また,テ ーブル も児童同士が助

け合い しやすいよ うに配置す る とと もに,作 業す る場所を配慮 した。

② 指導 の展開

ア 児童同士のかかわ りへの援助

F児 が袋を持 ち,手 の不 自由なB児 が クッキーを入れやす いように協 力す るなど,

児童の活動を配慮 した。袋詰めの作業の進み具合を見て友達 に協力を求 めた り,友

達を促すな ど,児 童同士 のかかわ りが多 くもて るよ う児童の組み合わせ に も工夫 し

た。

イ 個 々の主体的 な活動への援助

個 々の活動のめあてや役割を明確 に した ことによって,児 童はやる ことが分か り,

活動の見通 しを もっ ことがで きた。 また,そ れぞれの活動に応 じた教具を用意す る

ことにより,役 割が十分 に成 し遂 げ られ た。

ウ 教師の活動の工夫

ク ッキーの袋を見せ る,時 閤の流れを時計で確認するなど,常 に具体物を提示 し

なが ら次の活動が分か るよう指導 した。児童同士のや りとりを見なが ら,児 童同士

が主体的に活動で きるよ うに教師の指導す る位置や声のかけ方 も工夫 した。また,

T・Tに っいては,教 師それぞれの役割や具体的 な動 きを明確 に した。

工 個別や集団 に対 しての評価

本授業で も,ま とめの時間に,一 人一人の児童がていねいに 自分の学習活動を振

り返 るなど,自 己評価の場面が あうた。 しか し,児 童同士の相互評価が行われて い

なか ったので,相 互評価の場の工夫を必要 である。

③ 指導の評価

個 々の役割や全体での分担が 明確 に示 されてお り,一 人一人の児童が力を出 しきり

活動で き,な おかつ児童同士が教材を通 して協 力関係が もて るよ うに教材の工夫が さ

れていた。
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3作 業学習 〔養護学校中学部〕養護学校中学部作業学 習

(1)単 元名 木工 「CDラ ック作 り」

② 単元の 目標

①CDラ ック作 りを通 し,木 工の基本的な道具の使 い方を覚え る。

②CDラ ック作 りを通 し,作 業での集中力や持続 力を伸ばす。

③ 作業の中での 自分の役割 を果 た し,集 団で協力 しなが ら作 っていることを意識す る。

(3)単 元設定の理由

本単元では,木 工の経験が少ない1年 生の作業であることを考え,CDラ ックを作 る

こととした。製品 はCDラ ックとして使 う他 に,小 物 を入れた り,生 徒の身の周 りや生

活の中で使 うことがで きることか ら,生 徒が興味 ・関心 を もちやすい。 また,の こぎり,

釘打ち,ボ ン ド付 け,ラ ッカー塗 りなど,木 工作業の基本であ る道具を用 いた様 々な作

業工程が用意で きる。一 人一人の作業 内容の工夫が しやす く,生 徒 は一っの工程を任 さ

れ ることによって,自 分のやることが分か り,前 後の作業工程での部材受け渡 しのや り

とりな どを通 して,集 団の中での 自分 の役割や協力 して ものを作 り上 げることを学んで

い く。単 元は11時 間の予定である。初めは教師 と一緒 に活動 しなが ら準備や片づけ,作

業の手順 を一っ一っ覚え,自 分でで きることを増や しなが ら,覚 えた ことが正確 によ り

早 くで きるよ うにな り,良 い製品をた くさん作れ るよ うになることを願 って いる。

また,工 程 ごとに用意 した補助具 は活動への見通 しを もたせ,自 分か ら作業に取 り組

むための援助 と して作成 した。

こうしてできあが った製品は,2月 の学 習発表会 での販売実習で使用す る予定 である。

(4)生 徒の様子(生 徒の様子 と個別の 目標及び,本 時の展開 はAさ ん,Bさ んの2人 とす る)

・準備や片付けの手順は分かってきており,教 師の言葉掛けや指差 しで行動

している。
・手順をとば したり,確 実に覚えていないところがあるが,作 業の流れはほ

ぼ理解 している。
・協力 して作業す る意識はまだ薄い。各テーブルで担 当している教師とのか

かわりが意識できるようになってきた。

・準備や片付けの手順はほぼ覚えている。 自分でできることもあるが,言 葉

掛けを待っているときがある。
・4種 類の部材の組み合わせがまだ確実ではないが,作 業の流れは理解 して

いる。
・協力 して作業 しようとする意識が少 しずつ出てきた。各テーブルで担当 し

ている教師とのかかわ りが意識できるようになって きた。次の工程のDさ
んとのかかわりも少 しずっ意識できるようになっている。

(5)本 時の 目標

●活動に必要 な道具や材料が分か り,自 分で用意や片づ けがで きるようになる。

●自分の作業内容が分か り,集 中 して作業 に取 り組める時間を伸ばす。

・周囲の人 と協力 して製品を作 って いることを意識す る。

(6}生 徒の個別の 目標

・できるだけ一人で準備や片付けができるようになろう。
・切り始める前に角材をセ ットし,切 り終えた部材はきちんと箱 に入れよう。
・切り終えた ら教師にしっか り合図 しよう。
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Bさ ん

・ 「作業始め」の合図で一人で準備できるようになろう。
・補助具に合わせて4種 類の部材を正確に選ぼ う。
・次の工程に部材を渡すとき,Dさ んに 「できました」とはっきり言おう。

(7)作 業内容()内 は生徒,Tは 教師

CDラ ックは4種 類の部材を組み合わせた,正 面 一側面 一底の3面 で構成 されて いる。

作業工程は,ベ ル トサ ンダー,各 面の組立(ボ ン ド,釘),製 品の最終組み立て,ニ ス

塗 りか らなり,6つ のテーブルに分かれて作業を行 って いる。テー ブル ごとの活動 と事

例対象生徒の配置は次の通 りである。※一一 →生徒同士のかかわ り
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(8}本 時の展開(次 ペー ジ参照)

(9)本 時の評価

●活動 に必要 な道具や材料が分か り,自 分で準備 や片付けができたか。

●自分の作業内容が分 か り,集 中 して作業 に取 り組 める時間を伸ばせたか。

●周囲の人 と協力 して製品を作 ってい ることを意識で きたか。

(10)指 導計画における教師の援助の観点 と本授業 との関係

① 指導計画

集団に対す る指導計画の中で個別化の視点 を もち,授 業を進 めてい くことが重要であ

ると本分科会 は考えて いる。 したが って,指 導計画の段階か ら生徒同士のかかわ りあ る

いは教師 と生徒 とのや りとりを考慮 して,生 徒 の様子を とらえ ることが重要であ る。本

授業で は,教 師と生徒 とのかかわ りが主 とな るが,生 徒 同士のや りとりがで きるよう指

導計画の中で設定 した。

また,集 団 に対す る指導のね らい と個 々の生徒 の指導のね らいに関 しては,そ れを明

確 に し,具 体 的な目標 を設定す るよ うに した。

ア 教材の工夫

例えばAさ ん は,の こぎ りの扱 いが不十分で,一 人での こぎりを扱 うとまっす ぐに

切 る ことも切 り終え ること もで きないが,取 り組 もうとす る意欲 は見 られ る。 そ こで,

の こぎ りでま っす ぐ引き切 り,切 り終え ることができるよ うな捕助 具を用意 した。 こ

のよ うな補助具の用意 は一例だが,教 師の援助の一つである。

イ 学習環境 ・場の設定

作業工程が円滑 に流れ るよ うに机の配置を工夫す るとともに,ど の机で どの作業を

行 っているか,生 徒に も理解で きるよ うに した。また,切 断された材料 をそれぞれの

長 さの ものに分類で きるよ う,長 さを表示 した箱を置いた り,磨 かれた材料を入れ る

箱 も用意 し,活 動が理解 しやす いように した。
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(8)本 時の展開

生 徒 の 学 習 活 動 テ ー プ ル1の 活 動

教 師 の 活 動 Aさ ん Bさ ん Tlの 援 助

・木工室集合着席 ・自分 で席を探 して座 る。 ・自分で席を探 して 座 る。 ・席が分からない場合は指差

課 T:着 席 を促 す。 しなどで教え る。

・始 めの あ いさつ ・号令 に合わせて礼 をする。 ・元気 よ く 「始め ます 」 と言 ・Aさ ん の腰を軽 くたた き,

T=日 直 を指 名 し,号 令 を促 す。 いなが ら礼 をす る。 礼の タイ ミングを教 え る。

題 ・作業の説明を聞き自分の分担に手を挙 ・Tに 注 目し,自 分 の工程 の ・製 品の名前 を答 える ・Tに 注 目す るよう促 し,挙

げて答え る。 ところで手を挙 げる。 ・Tに 注 目し,自 分 の工程の 手しない場合はTの 説明を

T:自 分の 作業が全体の ど こにかか わ ところで返事をして手を挙 補捉し,生 徒の理解を助け

把 るか,協 力 して作品 を作 って い る げ る。 挙手を促す。

ことを確認す る。
・開始の合 図で作業 にと りかか る。 ・合 図を聞 いて,自 分か ら準 ・合図 を聞 いて自分か ら準備 ・合図 に注 目す るよ うに,促

握 T:合 図 す る生徒 を指 名 し,開 始 の言 備 に とりか かる。 に とりかかる。 す 。

葉掛 けをす る。

・テーブル ごとに準備 を始め,作 業を開 ・道具 置き場へ行 き,道 具を ・道 具置 き場へ行 き,道 具を ・迷 って い るような ら声かけ

始す る。 運ん で くる。 運 んで くる。 す る。

・で きるだけ 自力で補助 具を ・万 力で補劫具 を固定 し,補 ・万力 の縮め方が 分か らない

テ ーブルに取 り付 ける。 助 具(2種 類)に 合わせ て 場合 は,Aさ ん に回す方向

・材料 を運び補助具 にセ ッ ト 部 材を選 びセ ッ トす る。 を例 示す る。

し,鋸 で切 り始 める。 ・電 動サ ンダーをか ける0片 ・Bさ んに 「の 」の字の 言葉

課 ・切 り終えた ら鋸 をケー スに 面縦10回 横10回 を 目安 に両 を掛け,回 す方向を指示す

しまい,部 材 を拾 ってテ ー 面かける。片面が終了した る。

ブルの挙の箱 に入れ る。 ら,教 師 に 「で きました」 ・Aさ んが切 断で鋸 を曲げな

・材 料をセ ッ トしてか ら鋸 を と言 う。 が ら切 うていた ら手 を添え

取 り出 し.切 断に入 る。 ・OKが でた ら部材を 長さ別 て正 しい切 り方を教 える。

題 (3本 切 り終 えた ら大 きな に所 定の箱に入れ る。15セ ・Bさ んが 部材を入 れ る箱を

箱 に部材 を移す。) ンチの部材は次の工程(テ 間違え た場合 は,補 助具に
・以降終了の 合図 まで この作 一ブル2のD)に 持 うてい ある数字の確認を促す。

業を繰 り返 す。 く。Dに 「で き ま した 」 と ・Bさ ん の報告 はタイ ミング

言 って箱に入れ る。 を取 りやすいよ うにする。

追 ・一 っの補助具で2回 サ ンダ ・Bさ んが2回 で変 えない と

一をかけたら補助具を交換 きは言葉 を掛け る。

し,終 了の合図 までこの 作

業 を繰 り返す。

究 ・終 わ りの合図で作業 をやめ,片 付 け と ・合図を聞 いて作業をや め, ・合図 を聞いて作業を やめ, ・作業途中 の場合は,続 ける

掃除 を始め る。 道具・材料を所定の場所に 道具 ・材料を所定の場所に よ う指示 を出す。

T:チ ャイムを鳴 らして作業終 了(「き 片付 ける。 片付 け る。 ・雑巾 はAさ んの手 を持ちな

りの よいと ころまで 」を付 け加 え ・言葉掛 けを受け,雑 巾を洗 ・ほ うきとち り取 りを取 りに が ら絞 る。テー ブルの対面

る)を 告 げ,片 付 けと掃 除を始 め って,T1と 一 緒 に テ ー プ 行 き,テ ー プル1の 周 りを に立 ち.掌 を 目標 に拭 くよ

るよ うに指示す る。 ル を拭 く。 掃 き掃除す る。 うに す る。
・Bさ んに ごみ を集め る場所

を初 めに指示 す る。

・Tの 指 名の順 に活動 の様子をT1と 一 ・指 名 され た ら起立 し,Tの ・指名 された ら起立 し,Tの ・活 動の観 点を,生 徒 とのや

緒 に伝 え,評 価 を受 け る。 問いか けに手を挙げ た り, 問いかけに返事やT2の 援 り取 りを入れなが ら話 し,

T:テ ー プルごとに指名 し,評 価を行 T2の 援助を受けながら答 助 を受けなが ら答 え.Tの 評価 をする。

う。 え,Tの 評価を聞 く。 評 価を聞 く。

達

頑 張 っ た 一青 シー ル

F もう少 し一三 角 シール
上 記以外 一空 欄

・他の生徒 の評価の時 は,そ

の生徒 に注 目す る。

・他 の生徒の評価 の時は,そ

の生徒に注 目す る。

・一緒 に拍手をす る。

・完成 品の数 をテー プル6の 生 徒が発表

す る 。
・生徒 の発表 に注 目す る。 ・生徒の発表 に注 目す る。 ・注 目を促す。

成 T:協 力 して作 った結果が完 成品で ある

ことを強調 し,数 が前 回 と同数以挙 ・Tの 言葉 に合 わせ て,大 き ・Tの 言葉 に合わせて,大 き ・一緒 に大 きな拍手 をす る。

な ら全 員で頑張 ったことを評価 し, な拍 手をす る。 な拍手 をす る。 ・拍 手 しないと きは拍手 を促

大きな拍手を促す。 す 。

評 ・次回の授 業の話を聞 く。

T:次 回 の授業の ポイ ン トを話す。 ・Tに 注 目 して話を聞 く。 ・Tの 話を聞 き,あ る程度 次 ・Aさ ん に注 目を促 す。

回 の見通 しを もっ。 ・Bさ ん にTが 何 を話 したか

・終わ りのあい さっ 確認す る。

価 T=日 直 を指名 し,号 令を促す。 ・号令に合 わせて礼をす る。 ・ 「終わ ります 」と言 いなが ・Aさ ん の体に触 れ.礼 の 夕

ら礼をす る。 イ ミングを教え る。

*ま とめの評価の 他に,生 徒

の活動 一っ一っ に分か りや

す い評 価を その 都度行 う。
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② 指導の展開

ア 個々の主体的 な活動への援助

生徒の主体的 な活動の機会 を多 く取 り入れ ることにより,意 欲を引 き出す ことがで

きた。作業学 習で は,個 々の生徒 に対 して適切な補助具を工夫す ることは,教 師の援

助の一 っ として大切 な ことであ る。

イ 教師の活動の工夫

Bさ んが万力の締 め方がわか らない場合rrの 』の字 だよ」 とい う言葉掛けを して

いた。その際,生 徒が主体的に活動す る機会 を奪 って しまうことを さけるため,教 師

の手のかけす ぎに注意 して いた。

③ 指導の評価

教師の援助 は適切 であ ったか とい う指導の評価の観点 は大切 である。本授業では,協

同作業の中で,個 々の生徒が 自己の活動内容を理解 し,主 体的に集中 して取 り組む こと

がで きたか という目標 を達成す るための教師の援助の仕方 は適切 にな されて いた。また,

集団の中で一人一 人の生徒が個に応 じた課題を達成 してい くことは,周 囲の人 と協力 し

て製品を作 ってい ることを意識 させることで もある。 そのための工夫が随所 に見 られた。

Vま とめと今 後の課題

生活単元学習,作 業学 習など領域 ・教科 を合わせた指導では,集 団指導 とい う形態で授業

を進める ことが多 い。 これ らの授業で は,一 人一人の児童 ・生徒が 自分の力を発揮 して課題

に取 り組む とともに,集 団の中で,児 童 ・生徒同士や教師 とのかかわ りを もちなが ら,協 同

で学習活動 を展 開す ることが望 ま しい と考え る。実際,日 ごろの実践の 中で も,「 集 団の

力」 とか,「 集団の勢 い」 とい う言葉で語 られるように,児 童 ・生徒 同士が真似た り,競 っ

た り,励 ま し合 った りして集団活動が高 まってい くことはよ く経験す ることであ る。

本研究では,ま ず初めに授業場面での児童 ・生徒の 「集団 とのかかわ り」 をKJ法 により

分析 した。 その結果,児 童 ・生徒 に とっての集団の意味 とともに,教 師に とっての援助が大

切で あることが浮 き彫 りにされた。

そこで,次 に集団の中での教師の援助 について分析 と検討を重ね,「 授業 の構造図」を作

成 した。そ して,そ れぞれの項 目に沿 って具体的 な教師の援助の在 り方を検討 した ものが,

「授業計画にお ける教師の援助の観点」であ る。

1ま とめ

(1)い くっかの学級の授業の ビデオを視聴 し,集 団 とのかかわ りとい う面 で児童 ・生徒の

行動や反応,教 師の活動を分析 した。その結果,人 や物 に対す る関わ りが少ない とか薄

いとか言われがちな心身障害学級 や養護学校 の児童 ・生徒 も,集 団活動 の中で集団を意

識 し,そ れ ぞれに役割を果た していることが分か り,ま たそれを援助す る教師の役割が

大切であることも明 らか にな った。

(2)「 授業の構造図」及 び 「授業計画 にお ける教師の援助 の観点」 は,実 際の授業の場面

だけでな く,そ の授業の計画か ら展開,評 価へ という流れを とらえて構造化 したため,

指導計画を立て授業案 を作成す る上で,具 体的な指針 とす ることがで きた。
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(3)「 授業の構造図」の項 目中,「 指導ね らい」 「教材の工夫 」 「学習環境 と学習の場の

工夫 」及 び指導の展開 におけ る 「個別や集団 に対 しての評価 」の4項 目にっ いては,

「集団」 と 「個別」それぞれ に対す る内容を検討す ることとした。特 に個 々の児童 ・生

徒 の実態 に即 した配慮や援助が必要であ ると考え,「 集団」 と 「個別」に対す る援助の

観点を具体的に明記 した。 そのため,指 導事例の授業では,集 団活動での教材の個別化

が しっか りで き,ま た児童 ・生徒によっては集団の活動 の一部分の参加であって も,そ

の役割 を位置付 けるな ど,本 研究のサプテーマ 「集団の中で一人一人が力を発揮する授

業の工夫」 に沿 うもの とな った。

(4)指 導 の展開における様々な 「教師の活動の工夫」の中で,特 に 「児童 ・生徒同士への

かかわ りへ の援助 」 と 「個 々の主体的 な活動へ の援助」 を取 り上 げた ことは,「 集団

化」 と 「個別化」の両方の視点を もって授業を展開す る必要性を示 した ものであ り,集

団の中で一人一人を生かす指導 につなが ると考え る。

そ して,展 開の 中で,個 別や集団に対 しての適切な評価が,児 童 ・生徒の活動への意

欲をさ らに引 き出す ことになると考え る。

とか く教師対児童 ・生徒 という 「縦のっなが り」が強 くな りがちな授業に,児 童 ・生

徒同士 のかかわ り方への援助 によって 「横のっ なが り」へ と広げ ることで,よ りダイナ

ミックで生 き生 きとした学習活動が展開 され ると考え る。

(5)「 教 師の活動の工夫」の中の 「T・Tの 工夫をす る」で は,複 数担任制の利点をT・

T(テ ィームティーチ ング)に よ って生かす よ う,担 任 それぞれの役割や動 きを明確 に

す るとともに,状 況や個 に応 じた柔軟な対応が望 まれ る。 そのため,指 導 案に もrT・

Tの 動 き」 として具体的に明記 した。

2今 後の課題

(1)「 授業計画におけ る教師の援助の観点」は,一 つの授業の分析によって明 らか にな っ

た もの に,さ らに検討を加えて作成 した もので あるが,そ れぞれの項 目における観点が

十分網羅 されているとは言えな い。今後 も多様 な事例研究を行い,教 師の活動 の工夫の

項を もっときめ細か く検討 し整理す る必要がある。 また,こ の観点は,指 導後の評価を

具体的 に行 う際のチェ ック表 として も使用す ることがで きる。 その場合 は,多 様 な集団

や種 々の活動に も適用で きるよ う,観 点表の内容 を充実す るとと もに,集 団 に合わせ た

ステ ップ化 を図 るなど,さ らに工夫す る必要があ る。

(2)集 団の中で一人一人の力を伸 ばす指導 を行 うためには,教 師の活動の工夫が様 々に必

要 とな るが,T・Tの 工夫 もその一っである。指導案 にその動 きを明記す るだけでな く,

指導計画段階か らの話 し合 いや共通理解を十分 にす るな ど,適 切 な援助を行 うためのT

・Tの 在 り方 も検討す る必要があ る。

(3)今 回 は,集 団の中の一人一人に焦点を当てて研究を進めたが,こ れを基盤 に して,集

団その ものの質の向上や豊か さについて も検討す る必要がある。
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児童 ・生徒一人一人の障害の実態に応じる養護 ・訓練の指導
一 学級担任が行う養護 ・訓練の指導 一

1主 題設定 の理由

本分科会 は,盲 学校,養 護学校(肢 体不 自由),養 護学校(知 的発達障害)の10名 の教師

によ り構成 されて いる。研究主題 を設定す るにあた り,構 成員一人一人が実践事例を持ち寄

り,養 護 ・訓練 について様 々な角度か ら協議 した。

養護 ・訓練 にっ いて特殊教育諸 学校学習指導要領の総則では 「学校 におけ る養護 。訓練 に

関 す る指導 は…(中 略)… 学校の教育活動全般を通 じて適切 に行 うもの とする。」 と規定 さ

れている。 しか し,指 導者や指導内容等に関 しては,各 学校での共通理解が十分には図 られ

ていないのが現状の ようである。各校の現状 について情報交換 を行 った過程で も,盲 学校に

おけ る点字指導,歩 行指導,養 護学校(肢 体不 自由)に おけ る運動 ・動作の指導のよ うな養

護 ・訓練の指導にっ いて は各種別の障害の状態の改善 ・克服の視点か らその内容をイメー ジ

す ることが可能であ。 しか し,主 と して学級担任が中心 になって行 う養護 ・訓練の指導 につ

いては,誰 が何を どの ように指導す るのか といった ことが今 ひとつ明確にはな らなか った。

総則に見る通 り,養 護 ・訓練 は特定の指導場面で行 うものだけではな く,学 校の教育活動

全般を通 じて行 うことが大切である。 そのために,教 育活動全般を通 じて総合的 に理解 し,

児童 ・生徒 を最 も理解 して いる学級担任の役割 は大 きい。 しか し,実 際には学級担任が中心

にな って取 り組 む養護 ・訓練の と らえ方 は曖昧であ り,指 導担 当者任せ になっている現状 が

研 究員の多 くか ら報告 された。すなわち,学 級担任が行 う養護 ・訓練 は実践記録が少 な く,

指導 内容 ・方法等が一般化 していない とい った問題点が浮 き彫 りにされた。

これ らを踏 まえ,本 分科会で は学級担任が 中心 にな って行 う養護 ・訓練 の重要性を再認識

し,基 本的な とらえ方を見直 し,日 々の授業 内容の改善を 目的 として本主題を設定 した。研

究方法 として は,事 例研究を中心 と した実践的 な研究を行 うこととし,日 々の授業改善 に資

す る内容 と して まとめることを目的 と した。

皿 研究の 目的及び方法

1研 究の目的

学級担任が 中心 にな って行 う養護 ・訓練の より良 い指導 を 目指 し,日 々の授業 の改善を

目的 と した研 究を行 う。

2研 究の方 法

障害種の異な る学校か ら構成 された分科会のため,研 究当初は各 自の養護 ・訓練に対す

る考 え方を報告 し,情 報交換 を行 う中で,養 護 ・訓練 に関す る問題点や疑問点を集約す る

ことか ら始めた。

次 に,各 自が関係 してい る養護 ・訓練の指導事例を持 ち寄 り,VTRと 報告書を準備 し

た事例検討会を行 うことに より,実 際の指導場面 における指導内容や課題,指 導上の悩 み

や疑 問点 などにつ いて協議 した。 これ らの経過の 中か ら,養 護 ・訓練の概略や指導の現状
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についての共通理解を図 り,問 題点や疑問点を整理 しなが ら研 究主題や具体的研究の仕方

について決定す る方法を とった。

本研 究の具体的方法 は,研 究主題の 「学級担任を中心 とした養護 ・訓練の指導」を受け

て集団指導の場面 にお いての養護 ・訓練の指導の実際を検討す ることに した。 このために

養護学校(肢 体不 自由)と 養護学校(知 的発達障害)か ら児童 ・生徒 を1名 ずっを選び,

事例研究を行 った。

事例研究に当た って は,限 られた時間の中で対象児の実態についての共通理解を図 らな

ければな らないため,VTRと カー ドを利用 した観察 と分析の方法を とった。 これ らの結

果 に基づいて具体的な討議を進め,指 導内容 を検討 して授業案 を作成 し,研 究授業の実施

・評価 とい う流れを とった。

皿 研究の経過

4月 一・…研究員顔合わせ。主題に関す る協議。

5月 一一 「養護 ・訓練 の考え方」に関す る協議 。主題に関す る協議。

鶉 翻繍器]一壽鵜 欝 鷺罐 票憲 麗 ρ華翫鵬
8月 一一教 育 研 究員 御 岳 研 究集 会 にお い ての 事 例研 究 。

9月 一一事 例 研 究。 授 業 案 の検 討 。

10月 …・一研 究 授 業。 原 稿 の 執筆,原 稿 の 読 み合 わ せ。

11月 一…研 究 授 業。 校 正 。

1月 一一 発表 会 の 準備 。

2月 …・一 発表 会 。
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IV研 究の内容

1学 級担任 を中心 に行 う養護 ・訓練 における検討課題

各校の現状 を踏 まえて養護 ・訓練の内容 にっいて検討を行 う中で,個 に応 じる指導の重

要性が あ らためて認識 された。養護 ・訓練 は児童 ・生徒一人一人の障害やニーズによって

その内容が異な り,実 態に応 じて計画,立 案 される ものであ る。そのため,児 童 ・生徒の

実態を適切に把握す ることが まず重要 であると考えた。養護 ・訓練においては 「まず課題

があ ってその課題 についての実態を把握す る」 というのではな く,児 童 ・生徒 の全体像 を

とらえ ることが大切であると考えたか らであ る。

また,課 題設定にあた って は,す べての課題が同 じ比重を もっのではな く,一 っの課題

を達成する ことによ り他の学習への広が りが もて る課 題や,そ の児童 ・生徒 に とって現在

最 も重要 である課題が存在す る場 合 もあ るのではないか。 そのよ うな課題をr中 心課題』

と呼ぶ ことと し,い ろいろな指導場面 においてr中 心課題』を意識 した指導 を行 うことが

養護 ・訓練の指導には大 きな意 味を もつのではないか と考えた。 また,学 校生活全体 を通

して行 うこ うした養護 ・訓練 の指導 は,学 級担任が中心 に計画 し,指 導す ることにな り,

指導担 当者間の連携が重要にな って くる。

r中心課題』を設定す る際,一 人一人の児童 ・生徒 の全体像を捉え,実 態 を構造的 に把

握す る必要があ り,事 例を通 して適切な実 態把握 と課題設定の方法 について検討 した。

2適 切な実態把握の方法の検討

指導計画作成 にあたり,児 童 ・生徒の実態を どのよ うに捉えるかが一つの重要なポイ ン

トであると考えた。特に,児 童 ・生徒が 「学校生活の流れや課題 に乗 りに くい」 と判断 さ

れた場合,課 題が児童 ・生徒の実態に即 した適切 な適切な もので あったか再度の検討を要

する。

事例研究の第一歩 と して,授 業のVTRを 全員で分析 し,以 下の ような手順で整理す る

ことによ り,指 導実践 に生かせ る適切 な実態把握の方法について検討を行 った。

実 把 握

(図1)実 態把握の方法
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(a)事 実の把握

正確な実態把握の ためにまずVTR画 面の中か ら客観 的観察 に基づいた事実のみを

カー ドに書 き出 した。 その段階で は解釈や理由付けは含 まず,事 実のみを記載す るよう

注意 した。事実認識の中に既に主観が含まれていては,そ れが複数の教員の共有財産 と

な り得ない し,ま た実践の結果,実 態把握を再検 討 したいとな った時,ど の段階 に問題

が あったのかが検証 しに くくな って しま うと考えたか らであ る。

実際、客観的 に事実を認識す るとい うのは意外に難 しく,今 回 も 「きょろ きょろ探 し

ている」のよ うに記録 した ところを後で 「頭を動 か している」の ように訂正す るような

ことが多 くあった。

(b)事 実の整理

次 に,カ ー ドに書かれた事実を,項 目ごとにまとめて整理 した。 この段階では,ど の

よ うな項 目を設定 して くくるかが重要 にな って くるが,そ の際 もできるだけ事実に即 し

たまとめ方 をす るように留意 した。教師の出 した指示が その生徒 の内面において どのよ

うに受 けとめ られたのか ということを客観的に認識す ることは難 しく慎重に取 り扱 うこ

とが必要である。

(c)解 釈

整理 された事実の間に解釈を加 え,全 体を見渡 しなが ら構造的に実態を把握す るよ う

試 みた。 ここでは,記 載の多 い内容 だけでな く,分 類 しに くいカー ドや記載されていな

い内容 について も,そ れが どのよ うな意味を もっかの検討が行われた。

(d)事 実 の再把握

実 態把握をす る中で,判 断の材料 と して抜 けて いる情報があ ることに気付いた。今回

の事例研究の中で も,「 教師の指示がない場面での行動 はどうか」等い くっかの疑問が

出 され,担 任 により再把握のための観察が改めて設定 された。 この ようなことを適宜行

うことにより,実 際の指導 に行かせ る実態の把握がなされ るもの と思われる。

3『 中心課題』の検討

(1)具 体的な指導課題の設定

児童生徒の 実態をていねいに把握 してい く中で,具 体的な指導課題の検討を行 った。

詳 しくは後述の指導事例において述べてい るが,課 題を設定す る際の観点を整理す ると

おおよそ次のようにまとあ ることがで きる。

・発達上のっ まず きを もつ現段階か ら,次 への ステ ップをめざす もの。

・もってい る力を広げて い くか,あ るい は充実 させ ようとす るもの。

・行動様式や生活全般 の方向性 を変え,も っている力を質的 に転換 させ ようとす るもの。

(2)r中 心課題』の設定

具体的な課題の間に共通 した課題 各 々の課題の根幹にな るもの と してr中 心課題』

を設定 した。

中心課題の設定 にあた って は児童 ・生徒の将来像を見通 した もの,各 々の課題をっな

ぎ合 わせ ることので きるポイ ン トとなるものを十分 に検討す ることとした。
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4養 護 ・訓練指導の構造化の試み

児童 ・生徒の全体像を明 らかに し,中 心課題 を設定 し,指 導仮説を立てて実践 ・評価を

行 うために,下 記 のような構造図を試案 と して作成 した。

具体的な課題 と

、.、課題達成のための指導場面

(図2)養 護 ・訓練指導の構造図

(1)養 護 ・訓練指導の構造図

実態把握を中央 にお き,そ こか ら周囲 に向か って 「将来像」,r中 心課題』,「 具体的

な課題 と課題達成 のための指導場面 」 とい うよ うに検討の道筋に従 ってあ らわ した もの

であ る。課題 は,輪 の中央か ら外側 に向けてよ り具体的になる。

「具体的な課題 と課題達成のた めの指導場 面」 にっいて は,rr中 心 課題』 を達成す

るための指導場面 」があ り,ま た,課 題 によってはr中 心課題』によ り近 い もの,遠 い

ものが ある。

(2)養 護 ・訓練指導 の構造図の特性

① 「実態」 「将来像」を踏 まえた上での,中 心課題 具体的な課題 実際の指導場面

のそれぞれのつなが りが分か りやす く,ま た,指 導計画を立て るまでの道筋にそ って

表 しているので,実 際の指導が適切で あるか検証す るために も有効である。

② 実 態を中央に位置付け ることによ り,ま ず児童 ・生徒の実態があ ることを強 く意識

で きるよ うにな って いる。

③360。 の広が りを もって表す ことによ って児童 ・生徒 をあ らゆる角度か ら見よ うと

す る意識を強 くもっ ことが で きる。
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V指 導事例

1養 護学校(肢 体不 自由)の 事例

(1)実 態把握

Aさ ん15歳(高 等部1年)脳 炎(11歳)後 遺症による四肢体幹機能障害

① 指導開始時のAさ んの実態 について(担 任の資料 より抜粋)

ア 中学部1年 の頃は全 く歩行で きなか ったが,現 在 は一人で歩行で きるほど運動機

能 にっいて は回復 して きて いる。顔,口 など触 れ られ ることに非常 に敏感で,食 事

は経管注入であ る。

イ ボール,ひ も等 興味の ある物 は自分か ら触 るが,人 か ら提示 されると拒む。

ウ 課題 にの らず,自 分 のペ ースで動 き,そ れを制止す ると眠 って しまう。人への関

心が 出て きた。

②VTRに よる実態把握(作 成方法の詳細 は,P.52「 研究の内容」参照)

Aさ んの実態を的確 に把握 し,課 題や指導の手がか りを明確 にす るため,授 業のV

TRを 利用 して,研 究員全員で,実 態一 覧表を作成 した。

(2)r中 心課題』の検討

Aさ んの実態か ら,課 題を検討 してい く中で,「 できる,で きない」だけでな く,そ

の裏 にあ ることも探 ってい くきめ細かな実態把握が必要で はないか,一 つ一っの課題 は

どれ も同 じレベル に置かれる ものではな く,ポ イ ン トとなる課題が あるのではないか と

い う意見が出 された。そ こで,並 列化 された実態一覧を構造化 し,そ の中にある中心的

な ものにつ いて検討を行 った。

Aさ んの場合,運 動面,手 指の操作などの機能面や,手 足などの触感覚の受け入れ,

見 ることにっいて は,き わだ った大 きな問題は見 られなか った。 しか し,動 きがパ ター

ン化 し,場 面にあった動 きや,人 とのかかわ りの中でのや りとりといった ものが ほとん

ど見 られなか った。

Aさ んの将来を考え る中で共通 に挙げ られた教師の願いは,「 パ ター ン化 された活動

だけでな く,楽 しく豊かな生活を送 ってほ しい。」 「いろいろで きることがあ るが,そ

れを周囲の人 との豊か なかかわ りの中で行い,さ らに広 げてい って ほ しい」 ということ

であ った。

そ して,そ うした将来像 に向けての,r中 心課題』を,「 人 とのかかわ りを深める」

であ ると考えた。 ここまでの内容を まとめたものが次頁の表1で あ る。

(3)Aさ んの養護 ・訓練指導の構造図の作成

Aさ んの実態及 び課題を具体的 な指導場面 と関連 させ,図3の 構造図にまとめた。
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表1 Aさ んの実態一覧および課題

動 き ・姿 勢 見 る 感 覚 懸 く 物 とか か わ り 発 声 人 との か か わ り

・座位がとれる。 ・教師が離れ ると目 ・顔 ,髪,ロ に 触 れ ・名前を呼ん ・物に触 れる。 ・発声あ り ・ 「や うて ご らん 」 と

・自分で姿勢 転換 で で後を追 う。 られると顔を背け でも振り返 ・机等を持 ち上 げる。 教師に声をかけられ

き る。 ・1mの 距離で教師
る。 らない。 ・机 をひ っくり返す。 ると遠巻きに見なが

・膝 ばいで移動 し, 顔 を見ない。 ・手,足 に触れ られ ・音楽へ の反 ・物 を見る。物を動か ら歩いて行 く。

実 玩 具をとれる。 ・30㎝の距離で教節 ても表情に変化は 応な し。 しながら見る。 ・友だ ちと教師の玩具

・ふ らふ らとだが, の顔を見 る。 な い 。 「愛は勝つ1 ・腕 をいつ もフラフラ のや りとりに,近 寄

自立 歩行 できる。 ・体操時,自 分の手 ・肩に触れ られ るこ の曲 に`ま して い る。 ってきて手を伸ばす
・物 を持 って歩 く。 足を見 る。 とt3受 け入れ る。 反応す る。 ・物 を投 げる。 ・友だちが そばを通 っ

・物 を握 る。 ・振 り返 って,何 か ・手のひ ら,足 の裏 ・両手て ビーチボール て も,コ イ ンを触り

・立 って いると鴬に を静止 して見る。 を絨毯に付けてい を持つ。 続けた。

動 いてい る。 ・周囲を常に きょう られる。 (玩具を取 りにい く。 ・手を持 うて玉入 れさ

毒よろ して見る。 ・耳 や背 中を自分で 赤 い ボー ル,コ イ ン せて も手 を引っ込め

態 (教師が横にいる時 さ わ る。 筆記用具,型 はめ, る 。

の方が矩否的にな マ グネツ ト,棒,板 ・人に鰐気 な く近 づく

な らない〉 等に反応す る。特 に

赤い物に対して反応

す る。)

・パター ン的な行動 ・何 に注 目 してい い ・臼の前 に手が近づ ・外界 と関連 ・遊び としての広が り ・場面 との ・本人の落 ち込みか も

が目立 った。 かわからないので くのが恐 いので は を示 してい は な い 。 関係は確 しれない し,指 導の

解 ・常に動いているが はないか。注 冒で ないか。 る可能性が ・入 とのかかわりの申 認 できな 落ち込みかもしれな

興味のあるものを きるような現境設 ・機能面で問題 はな あ る。 で,手 を使 った物 と い 。 い 。

つかむためだろ 定が必要ではない い か 。 のかかわりが少ない ・教師のかかわ り方を

う。 カ㌔ 変えることで変化を
・追視す るには,安 ・好 きな ものは見て 期待できるのではな

釈 定した姿勢をとら いるようだ。 いか 。

せることが必要で (探す業振りも見ら ・コ ミュニ ケ ー シ ョ ン

はないか。 れ る) を穣るためのていね

いな援劫が必要であ
・課題設定 した‡で ・距離 との関係`まど ・寝て繕 ブラシす る ・どうい う音 ・課題設定 した中で, る。

の動きができるか うか 。 ことは大丈夫か。 だと反塔す 手の動きがどの程度

再 経管栄養以外,ど るか等,音 で きるか。

担任 より= んな ものだ と食べ 刺激への反 ・さ わ'る,触 れ る,投

・階段昇降で,は じ られ るか。食事面 応を観察す げる等 の動 きに,意

把 め嫌が って いて も5 の改善も考えてい る。 図はあるか。

段 くらい上 ると,自 く 。

分か ら上 り始め る。 担任:抵 抗するが寝 担任;正 面 で 握任:こ ろが したボー

握 ・短距離から手を広 て歯 ブラ シ可。 呼名すると目 ルを受け取る。教師が

げて名を呼ぶと,目 食形態を中期食に変 を合わせた。 コイ ンを入 れると見て

線が合ったときは抱 更。煮 た りん ごに口 音だけでは反 いる。 コイン等好 きな

きついて きた。 をあけた こと もある 応 しない。 物 では集中 して遊ぶ。

・基本的な運動 ・動 ・教 師の顔や提示 し ・感覚遊 びを楽 しめ ・いろいろな物にいろ

課 作を身につけ る。 た物を一定時間注 るようにす る。 いうな方法でかかわ

(Aさ ん自身の動 き 自 したり,目 で追 れ るようにす る。

題 でない もの) ったりす ることが

できるようにす る

r中心課題』 人とのかかわりを深める。

Aさ んの将来像 人とのかかわ りの中で,で きることを増やし,豊 かな生活を送 る。
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図3Aさ んの養護 ・訓練指導の構造図

〔Aさんの課題と指導場面〕

◎ ものに触れることを楽 しめるようにす る

○ 「訓練」

○ふれ る ・えが く ・つ く

◎基本的な動きを身に付ける

0日 常生活の指導(登 下校 ・トイレ ・給食)

○ リトミック

〔Aさんの将来像〕

人とのかかわ りの中でできることを増や し,豊 か

〔実態〕

脳炎後遺症による四肢体幹機能障害

@教 師や提示され

たものを一定時

間注目したり目

〔中心課題〕 で追ったりでき

QHR人 とのかかわりを深める るようにする
「訓 クラブ ○ 「訓練」 休み時間

0ふ れる・えがく・つくる

一

※ 「訓練 」,ふ れ る ・えが く ・つ くる等 は授業の名称であ り,教 育課程上は養護

・訓練 に位置付け られて いる。

※◎ は課題 を示 し,○ は指導場面を示 している。

※⊂L _の 指導場面 は,r中 心課題』を達成す るための指導場面である。

(4)指 導仮説

「人 とのかかわ りが もちに くく,課 題 に乗れない」 ことに対 し,環 境設定や課題の設

定,及 び指導者のかかわ り方 を以下の ように工夫す ることで,改 善 され ると考えた。

① ふ らふ ら歩 き回 ること,視 線が き ょろきょろ落 ち着かな いことに対 して は,環 境設

定を工夫す ることで,落 ち着いて相手のす ることに注 目した り周囲の人 とかかわ るこ

とがで きるよ うにな るで あろう。

②Aさ んが,現 在興味を もってい る玩具,筆 記具等を教材 の中に取 り入れることで,

課題 に も興味 を もって取 り組め るであろ う。

③Aさ んのや りたいことを尊重 しなが ら支援する ことで,意 欲を もって課題 に取 り組

め るであろ う。

(5)授 業案

① 領域名 「養護 ・訓練」(授 業名 は 「グループ学習」)

② 題材名 「カナ リア ・チャイム」やペ ンなどで遊ぼ う
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③ ね らい ・課題 に対 し興味を示 し,自 分か ら手を出 して遊ぶ ことがで きる。

●教師や友だちの様 子を一定時間注 目 した り,目 で追 った りで きる。

⑤ 学習の流れ

表2授 業案

生 徒 の活動 Aさ ん に期待す る こと 援 助 ・配 慮 す る こ と

・あいさつする人を決 ・前に座った教師や,友 だち ・教師や友だちが見やすいような体

め る 。 を見 る。 形で座 る。
「だ れに しよ うかな」 ・落ち着いて座り注 目しやすい様,
・あいさつをす る。 右斜あ後ろにT2がつ く。

生徒○ ○生徒 ●T3

Aさ ん○ ●授業者T10
● ●T4
T200

○喜鶴 ぞ騨 に教材 ・ 「カナ リア ・チ ャイ ム」 に
気づ き手 を出 して 黄色の玩

・Aの 番で な くて も,取 ろ うとした

ら1,2回 は制 止せずに取 らせる
ア,「 カ ナ リ ア ・チ ャ 具を取ろうとする。 よ うにす る。(T1)

イム」の上の玩具を
取 り,音 を鳴らす。 :魏 鴉 鱗 そいて横

・取 った玩具は,随 時元に戻すよう
にする。(T2)

か ら手を出 して取ろうとす ・場を離れないよう,好 きなマグネ
る 。 ッ ト等を持たせ,遊 びなが ら待て

イ,「 宝の 隠れ家」の ・Tlが 箱 にボールやペ ン等 るよ うにす る。(T1,T2)

穴の中にボールやぺ を入れるのを見ていて中を ・その時手を出して遊んでいた物を
ンなどを入れる。 の ぞ く。 箱に入れてみる。(T1)

・箱の中に入 ったものを取 り ・不要な物はそっと片づけ,課 題に
出そ うとす る。 集中 しやす くする。(T2)

ウ,「 な ん で も タ ワ
ー」棒 さ し板 か ら棒

に さ して ある棒 やペ ンを.覆

く 。

・Aさ んの興味のあるペンを最初に

見せる。(T1)
をぬ く。 。抜いた棒や板で遊ぶ0

中 略

・あいさっをす る。

・玩翼等で遊びながらも,最
後まで友だちのそばにいる

⑥ 評価

●課題 に対 して,興 味を もって見た り,自 分か ら手を出 した りで きたか。

●教師や友だちの様子を,目 で追 った り,手 を出 した りで きたか。

●場 を離れず,友 だちの近 くで活動 しっづ けたか。

表3教 材 ・教具一覧

図 教 材 ・教 具 の 特 性
Aさ んにとっての
教材の特性と意味

①「力享翫

〆釦

・大きさ(20×20x9(葱)
・黄色の玩具が箱の上にのってい

る。それを取ると音が鳴る。

・黄色の玩具は持ちやすく,取 り
はずしやすい。
・黄色の玩具は投げたりひっくり

〔コ 。

・黄色の玩具は丸 く持ちやすい。 返 したりして遊ぶのにちょうど
よい大きさ,重 さである。

② 「宝の隠れ家」 ・大 き さ(20x20×13cm) ・好きな筆記具等が入る大きさで
・穴 の 直 径(大7(廻1 ,小5cm) それが穴に入る様子が見える。

α〔コ 鮮卸

・サイ 臼こも穴がある。
・箱のふたがとれる。
・穴が大きめで,中 が少し見える
・ベンやコインなど身近な物を入

・穴から中の物が少し見える。
・穴から手を入れ られる。

・手を入れるとふたがはずれて中

の物を取れる。

れ られる大きさである。 ・取 った 物 で 遊 べ る 。

③ 「なん で も タワ ー3 ・大 きさ(9～llcm角) ・好 きな ペ ンや マ ー カー を そ の ま

・棒 や ホ ワイ トボ ー ドマ ー カー を ま使える。
aQ

凹 幽
さしたり抜いたりできる。
・さすところが透明で,マ ーカー
が晃やす くなっている。
・板をひっくり返すと棒が抜ける

ものと抜けない物がある。

・マーカー等を持つと簡単に抜け

る。抜けたマーカーで遊べる。
・板もひっくり返して遊ぶのによ

い大きさ重さである。
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(6)指 導上の工夫

① 丸 い物,赤 い物 マグネ ッ ト,ひ も等 に関心を示すが,そ の 日,そ の時によ って自

分か ら手を出 して遊ぶ物 は異な る。Aさ んが注意を向け手に しよ うと してい る物 を,

その場で教材の中に取 り入れ,課 題 に対す る関心を高め る。

②Aさ ん は,距 離が離れす ぎると課題 に注意を向けるのが難 しくなる。また,い った

ん歩 き出 してか ら戻 らせ ることを繰 り返す と抵抗が強 くなる。好 きな玩具を近 くに置

き,課 題 や友だちの様子が視野 に入 りやす い場 で一定時間を過 ごせ るよう配慮す る。

③Aさ んが手を伸ば しやすい側 に教師(T2)が 位置 し,Aさ んが安心で きるよ うに

す るとともに,不 要な玩具を片 づけた り課題 に注意 を促 したり して援助す る。

④Aさ んがやろ うと していること一っ一っに教師(T2)も 共感 し,小 さな動 きで も

「で きたね」 「そ うだね」 と気持ちを向け ることで,Aさ んの動 きを引 き出すよ う配

慮す る。

⑤ 授業を進め る教 師(T1)とAさ んの援助を行 う教師(T2)の 役割を明確 に し.

Aさ んに とっての教師の存在を分か りやす くす る。

(7)Aさ んの変化 と考察,今 後の課題

表2の 授業案にあるよ うに,Aさ んが落ち着 いて,力 を発揮 しやす いように工夫 して

指導を行 った ところ,Aさ んの行動 には著 しい変化が見 られた。40分 ほどの授 業の間,

その場に落 ち着いて座 り,友 だちが教材を操作す る様子を じっと見た り,自 分か ら手を

出 して何度 もその教材 を手 に取 り,繰 り返 し遊ぶ ことがで きるよ うにな って きた。

また,Aさ ん のそばにっ いてい る教師(T2)が,タ イ ミング良 く不要な玩具を片づ

けた り,絶 えずAさ んの遊 びを見守る中で,Aさ んが教材で遊びなが ら教師(T2)に

嬉 しそ うに笑いかける様子 も見 られ るよ うにな ってきた。

最初,課 題に乗 りに くい と思われたAさ んだが,「 まず座 らせたい」 「障害の重い生

徒 には歌遊びが よいので は」 「高校生なのだか ら」等,教 師の思 いが先行 し,そ の結果

反発 させた り混乱 させていたのではないか と思われ る。詳細な実態把握や課題の見直 し

を行 い,Aさ んのや りたい ことを尊重 しなが ら学習を進める中で,Aさ ん 自身 も周囲の

人に 「楽 しい」 と気持 ちを伝 えることが次第に増えて きたよ うに思われ る。

教材 を使 った指導 ということで,「 穴 に入れ ることがで きるか どうか」 といった技術

面の課 題達成を 目標にす ると,集 団指導 の中で行 うよ り個別指導の方が効率が よい とも

思われ る。 しか し,Aさ ん は課題 に取 り組 みなが らかな り友だちの様子に視線 を向 ける

よ うになってお り,Aさ ん にとっては,こ う した小集団の中での個別的な指導 も大 きな

意味を持っ と考 え られている。

今後 は,教 師の個別的な援助がな くと も教師の提示 に注 目し応 じることや,友 だちと

直接かかわ りを もっ こと等,段 階的 に指導を進め る必要があ ると思われる。 また ここで

見 られたAさ んの変化 と他の学 習課題 との関連や,教 師間の連携 について も,今 後 さ ら

に検討 していきたい。
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2養 護 学校(知 的発達障害)の 事例

(1)実 態把握

Bさ ん15歳(中 学部3年)知 的発達障害 ・自閉症

登下校 ・マラソン ・給食等の場面のVTRを 見て,実 態把握を行 った。

表4Bさ んの実態一覧および課題

実

態

解

釈

再

把

握

課

題

登 下 校

・くるくる回 る。

・左右 に体 を振 る。

・座 り込む。

・下を向いて歩 く。

・立 ち止 まる。

・下校時 はスムース

に歩 く。

教室への移動

・自分で歩 く。

・靴 を履 き変 え

る。
・靴 箱 に 入 れ

る。

マ ラ ソ ン

・教師が後ろにつ

いて走る。
・外に出ようとし

て止め られる。
・背中を押されて

走る。
。腹筋運動の時声

を出す,教 師の腕
に触る。

着 替 え

・指示があるとた

たむ。
・指示があるとか

ごに入れる。
・指示があるとか

ごを運ぶ。

給 食

・自分 でお盆 を運ぶ

・お盆 を運 びなが ら

笑 って いる。
・エプ ロ ンの紐を ほ

どく。
・指示で手を洗 う。

・左手で スプー ンを

使 って食べ る。

・行動が途切れたときにくるくる回るなどの常動行動が起こるのではないか。
・指示に対する反応の違いを見ると,「 抵抗 し振り払う ・応じない ・少 し間をおいて応 じる ・言葉を

かけられるだけでなく物を示されると行動できる ・背中を押されて行動する」などの違いがある。
・登校に比べ下校がスムーズであるのは,ス クールバスに乗ることが好きだからであろう。

・給食のときは自分から行動していたのは食べるという見通 しがあるか らか。
・ 「その時の気分」 「やりたいかやりた くないか」 「得意か得意でないかJの 要素がか らみあって行

動パターンができているのではないか。

・興味があることや意欲的になれることはどんなものがあるか。→水(水 道)遊 び。係の廷事 として

の花の水やりは自発的にやっている。手先を使 うことも好 きで,気 持ちが乗ると集中して行 っことが

できる。給食時は自分か ら身支度を し食堂に移動することが多い。
・指示をしないとどうなるのか。→他の教師のところに行ってかかわろうとする。
・給食以外の手洗い場面の様子はどうか。→変わらない。

・給食時の移動で もくるくる回 るのか。→場面による差は見 られない。
・人 との関わりについて(本 人からかかわりを求めて くることはあるか)→ 機嫌が良いと抱きついて

きたり,髭 の感触を楽しんだりする。機嫌が悪いと,櫨 を引 っ張ろうとするV

※今回のケースの場合,VTRか らだけでは トータルなものは見えてこない。話のスター トも 「コミ
ュニケーシ簑ンについて」ということで始まっているのでそこを中心に考えてしまうが,教 師 とのか

かわ りが大きな課題になっていることはこのVTRか らもうかがえる。そこがうまくいけば,持 って
いる能力も発揮され,情 緒 も安定するだろう。⇒中心課題

期待する将来像 Bさ んとかかわる人と円滑なコミュニケーションがとれ,人 間関係を豊かにする。

(2)r中 心課題』の検 討

Bさ んの行動を見てい くと 「自分の要求を伝え る方法が不適切 なために,ま わ りに理

解 して もらいに くい」 「まわ りの人か らの要求を受け とめ る力が弱 いために,集 団生活

の流 れにスムースに参加す ることがで きない」ということが分か る。情緒不安定の原因

の大半は,こ こにあるだろ うと思 われ る。 またBさ んの将来を考えた ときも,周 囲の人

と円滑な3ミ ュニケーシ ョンを とる ことが,豊 か な生活を送 る上で大切 な要素 となるだ

ろ う。 したが って,学 校生活においては教師 と円滑 なコ ミュニケー シ ョンが とれ るよ う

にす るために 「要求を言葉や身振 りなどで伝え ること」 「教師か らの指示や援助を受 け

止めて集団の流れに参加 して行動す ること」を中心課題 と した。
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(3)Bさ んの養護 ・訓練指導の構造図の作成

Bさ んの実態及 び課題を具体的な指導場面 と関連 させ,図4の 構造図にまとめた。

図4Bさ んの養護 ・訓練指導の構造図

◎運動能力の向上 ◎生活スキルの向上

○体育 ○日常生活の指導

◎肥満防止

○マラソン ◎一人で課題や遊びに

○給食 〔Bさんの課題 と指導場面〕 取り組む力を育てる。

○個別学習,学 年活動

O言語能力の向上
一

〔実態〕

自閉症 提示に対する強い抵抗

他傷行動 情緒不安定

◎自分なりに見通 しを持つ力をつける。

○音楽,美 術,作 業,調 理など

※Lの 指導場面 は,r中 心課題』を達成す るための指導場面である。

(4)指 導仮説

教師の指示や要求が分か らない⇒行動の見通 しが もてない⇒集団の活動 に参加できな

い⇒叱 られた り,何 度 も指示 され る⇒不機嫌状態 になり問題行動 がで る⇒学習 に参加で

きないで,一 対一の膠着状態 とな るという悪循環 に陥 っていることが多いので,教 師か

らの指示を受け止めて,集 団の活動 に参加で きるよう援助 し,学 校生活に見通 しを もた

せ る。 その上でで きた ことを ほめ,叱 ることは少 な くす るよ うに した。 これによって悪

循環 を断 ち切 り,教 師 との信頼関係 を改善す ることがで きると考えた。

(5)指 導場面

上記 の指導は学校の教育活動全般 にお いて行 うが,こ こでは,Bさ んが比較的得意で

見通 しを もちやす い活動の多 い 「体育」の授業の中での指導 を取 り上 げた。
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(6)授 業案

① 教科 「体育」

② 題材 「リズム運動 ・反復 直線走 ・ボール運動」

③ 本時のね らい(体 育)

ア 音 楽や指示を聞いて,い ろいろな運動 を行 うことがで きる。

イ 体育館 の端 まで 目標を持 って走 り続け ることがで きる。

ウ ボール運動(ボ ール遊び ・大玉転が し)を 行 うことがで きる。

④ 本時のね らい(Bさ ん に対する養護 ・訓練)

ア 好 きな こと ・得意 なことは,自 分か ら行動 できる。

イ 嫌いな こと ・不得意 なことは,言 葉をかけ られ るなど教師の援助で行動 できる。

ウ 場面にふ さわ しくない行動 の要求 は,言 葉をかけ られるなど教師の援助 で我慢で

きる。

工 不機嫌な ときに,他 傷行動 などを しないでい られ る。

⑤ 学習の流 れ

表5授 業 案

学 習 濤 動 Bさ ん に 期 待 す る こ と 援 助 ・配 慮 す る こ と

あい さっ ・全体への指示で集合する。あるいは教師 a体 育館の後に行 って しまってもすぐ

(学年ごとに集 (T2)に 直接声をかけられて集合する。 戻 ることが多いので,少 し待 つ。その

合し整列) 後声かけする。

リズム運動 ⇔音楽や笛の合図(全 体指示)に 合わ

せて補助者が直接指示 し,促 す。
・歩 く ・自分で歩 く。 a教 師(T2)は 斜め後ろにつく。
・止 ま る ・教師(T2)に 援 助 されて,し ゃがむ。 aし ゃがんでいることは不得意なので

(し ゃがむ) 一 瞬で も座れば
,ほ め る。

・走 る ・言葉をかけられて自分から走る。あるい a速 く走れないが,ゆ っくりで もペー

は背中を軽 く押されてか ら自分で走る。 スができないので全体の動きに合わせ

るよう言葉をかけたり援助する。
・止ま る ・教師(T2)の 示範を見て模倣する。 ⇔Bさ んの前で示範する。少 しでも足

(片足立ち) を上 げて いれば,ほ め る。
・高ばい ・はじめの姿勢を援助され,自 分でお尻を ←不得意なので,「 ○○まで」と言葉

上げて前進する。 をかけなが ら後ろを押して促 し,そ こ

まで行けたらほめる。
・サ イ ドステ ・自分でや る。 a得 意なので,で きるだけ言葉をかけ

ップ たり援助 しないで見守る。

直線反復走 ・スター ト時,言 葉をかけられたり背中を aは じめは,あ る程度のスピー ドを促

(体育館縦方向 軽 く押されてから,自 分で走る。 す。自分か ら走るようになったら,そ

を端から端まで の後はBさ んのペースを尊重 し,指 示

くり返 し走る) を控 える。

ボール運動 ・一人ずつ行 うので しば らく座 って待っ . a座 っているよう指示する。体育座り

(テ ス ト) は不得意なのであ ぐら座りを認める。
・ボール運 び ・ 「○○ まで 」と指示 され ,ス ター トの合 a回 って くるコー ンの ところで別の教

図で,自 分から走り出す。 師が言葉をかける。
・大玉転が し ・rOOま で 」と指示 され ,ス ター トの合 ←多少玉でふざけることがあっても認

図で,自 分か ら走 り出す。 め る。

・ ド リブ ル ・ 「ボールを離 してまた取 る」 とい う動 作 aま だ難 しいので,少 しでで きた らほ

を教 えて もらい,一 緒 にや る。 め る 。

あ いさっ ・指示 されて ,道 具等 をか たづ ける。 ←頑張ったことをほめ,ゼ 次は○○だ
・全体指示あるいは声かけで整列する。 よ」 と見通 しを与 える。
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⑥ 評価

ア 言葉をかけ られ た り教師の援助で,リ ズム運動の動 きがで きたか。

イ 反復 直線走では,全 体への指示だけで動 くことがで きたか。

ウ ボール運動 は,ス ター トの指示だけでで きたか。

工 場面にふ さわ しくない要求 を我慢 で きたか。

(7)指 導の工夫

Bさ んが嫌が らずに,集 団の活動 に参加できるよ う,教 師(T2)が 言葉をか けたり

肩を軽 く押すなどの援助で促す。その上で,で きた ことを褒めるよ う心が ける。

① あ る程度教師(T1)の 全体への指示や活動 に添 って行動 で きて いるときは,Bさ

んのペースを尊重 し,教 師(T2)が 個別 に指示 しないで見守 る。 また,活 動の流れ

に参加 して いる範 囲での要求 にはで きるだけ応える(例 「先 にや りたい」)。

② で きないときは,や るべ きことやBさ んの好 きな こと(例 「次 は○○す るよ」 「□

口 した ら○○だ よ」)の 言葉 をか けて,活 動の見通 しを もたせ る。 くど くな ると不機

嫌の原因になるので,③ に切 り替える。

③ 言葉をかけただけでで きない ときは,背 中を軽 く押 した りす る。不機嫌にな らない

ように,加 減に注意す る。

④ 場面 にふ さわ しくない要求 に対 しては,「 おか しい」 「や るべ きことはや る」 と強

く言い,や るべ きことを促す。 「や る」 「や らない」の膠着状態 に しないために場合

によっては,全 面的 な援助を行 う。その上で,で きたことをほめ る。

⑤ 結果 として不機 嫌にな って しま った場合 は,パ ニ ック状態 に しないよ うに注意 しな

が ら,全 面的な援助 で対応す る。 その上で,で きた ことを ほめ る。

⑥ 不機嫌な状態では,他 の生徒 や教師への他傷行動が あるので,事 前 に防止す る。万

一や って しまった場 合は,は っき りと 「だめ」を伝え,す ぐに元の指導を継続す る。

(8)結 果の考察および今後 の課題

Bさ んは,予 想以上に活動 に参加 できてお り,表 情 も良 く,授 業を楽 しんでいたと思

われる。 自分か らボールを受け取 ろうとす る,教 師(T2)の 行動をよ く見 るな ど,積

極的に課題 に取 り組 めて いた。苦手 と思われた 「待つ」時 間も落ち着 いてい られた。

リズム運動 の部分では,自 分か ら動 くことが少 な くな り,教 師(T2)が 肩を軽 く叩

くなどの援助が多 くな った。Bさ んに とって,サ ー クル運動 は反復運動 に比べ,は じめ

と終 わ りが はっきりしない,ま た一つの動作が完了 して いな くて も次々に課題が変わっ

て しま う,何 を見てまね るべ きか も分か りに くい,ま たその都度Bさ んの行動を評価す

ることがで きず活動 の意図が伝わ りに くく,活 動 に見通 しが もちに くか ったので はない

か。一方反復直接走では,自 分か ら走 る場面が多 く見 られ,は じめ と終わ りが は っきり

していたため と思われ る。

それで も不機 嫌になる事な く,活 動 に参加で きていたのは,基 本的にBさ んの活動を

尊重 しなが ら,教 師(T2)が 活動に参加で きるよ う援助できて いたか らではないか。
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Wま とめと今後の課題

1研 究の まとめ

研究の成果 を踏 まえ,本 分科会では養護 ・訓練 におけ る児童 ・生徒の実態把握か ら評価

までの手順を次の ようにまとめた。

① 実 態 把 握3

'

3 ②r中 心課題』の設定

r

③ 指導計画,実 践)

'

④ 評 価

E

まず,① 実態把握の段階 においては,児 童 ・生徒がっまず いてい ることを見 ることより

も 「で きること」 に観察 と分析の主眼 を置 くことが重要である。そ こに指導の ヒン トや援

助 の手掛か りが潜んでお り,指 導仮説 を立て る上での重要 なポイ ン トとなる。

適切 な実態把握 とい うもの は,実 際 には容易なことではない。本研究の対象 とした事例

において も研究の過程 で実態の再把握 ・修正を行 い,当 初の観察の不十分 さを反省 した。

しか し,実 態把握の流れを細かに考え,検 討を加えて指導 に臨んだ ことで児童 ・生徒は著

しく変容 した。変容の背景 には 「で きること」 に目をむけた観察の姿勢があ り,そ れを手

掛か りとして行 った授業の改善が ある。

また,実 態把握 のためにVTRや カー ドを利用 した観察法は,と もすれば主観的にな り

がちな担任 によ る実態把握に客観性を もたせ,研 究員相互の共通理解を図 る意味で も有効

であ ったと思われ る。

次に,P② 中心課題の設定』 に至 る段階 において作成 した養護 ・訓練指導の構造図は,

学級担任が中心 となって行 う養護 ・訓練 を考え る上で重要 な意味を もっ。 それ は,養 護 ・

訓練 の 「心身の調和的発達 の基盤 を培 う」 とい う目標 に鑑 み,児 童 ・生徒の全体像 の把握

か ら,学 級担任が行 う養護 ・訓練の指導が始 まると考え るか らであ る。

本研究 において は,事 実 の整理 ・解釈 によって各項 目ごとに導 き出された課題 の共通性

に着 目 し,そ れ らの根幹 を成す もの としてr中 心課題』を位置付 けた。 それ らを図式化 し

て構造的にとらえ ることに努め,試 案 として養 護 ・訓練指導の構造図 を作成 した。 その結

果,児 童 ・生徒 の全体像 を浮 き彫 りにす ることが ある程度可能 とな り,全 体を{府s/ipできる
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視覚的効果 もあ り,実 態,将 来像,『 中心課題 』,指 導場面 等の有機的な関連 を大切 に し

て思考す ることが よ り可能になった。

すべての児童 ・生徒 に試案で ある養護 ・訓練指導の構造図があてはまるとは考えに くい

が,あ らゆる角度か らの実態把握や中心課題 の設定が必要であ る養護 ・訓練 において,児

童 ・生徒 の全体像 を把握す るための有効な方法であ り,本 研究成果の一っ であると考えて

いる。

③指導 計画 ・実践,④ 評価 の段階において は,実 態把握か ら得 られた 「できること」の

情報を もとに,指 導仮説を設定 し教材の工夫 ・開発を行 って指導に臨んだ。対象生徒の変

容 は前述 した通 りであ るが,研 究の過程 において観察 を もとに指導の ヒン トに関す るてい

ねいな論議を行 った ことが非常に有益であ ったと考える。

実践 に対す る評価の結果,指 導仮説やその前提であ る実態把握等の検証 ・修正の必要性

は自ずか ら生 じる。 この繰 り返 しが大変 に重要であ り,課 題設定等が なされて も常に検証

・修正を行 いなが ら指導 に臨む姿勢を もっ ことが必要であろ う。

以上に述べて きたよ うに,本 研究 は児童 ・生徒の実態把握か らr中 心課題』の設定の過

程 において一応の成果 を上げ,そ れを もとに授業の改善がなされ対象児の変容を見 た。本

研究の成果によって,学 級担任が 中心にな って行 う養護 ・訓練 の指導の輪郭をあ る程度明

らかにで きたので はないか と考える。その手順 は個別指導計画作成の手順 とも重なる内容

であ り,養 護 ・訓練を始め として心身障害教育 において個 に応 じる指導の重要性にっ いて

改めて認識を深あた。

2今 後の課題

今後は学級担任が中心 とな って児童 ・生徒 の全体像の把握(実 態把握)やr中 心課題』

の設定に努め,そ れ に基づいた個別の指導計画を作成 して,個 に応 じる教育活動全般に有

機的なっ なが りを もたせ ることが求め られてい る。 これにより,指 導者の違 う学 習場面で

の児童 ・生徒理解 や評価の共通理解が図 られてい くのではないだろうか。

あわせて,r中 心課題』の適切な設定が不可欠である。そ こには,児 童 ・生徒の生涯を

見通 し,将 来に願いを込 めて的確 に実態を把握す ることので きる力をよ り一層高 め,実 践

を深ある ことが課題である。
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